
献
物
帳
の
書
に
関
す
る
一
試
論

杉

本

一

樹

は
じ
め
に

本
稿
は
、
正
倉
院
に
伝
わ
る
東
大
寺
献
物
帳
の
書
を
め
ぐ
る
試
論
的
考
察
で
あ
る
。

（
注
１
）

最
近
私
は
、
古
代
に
お
け
る
文
書
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
考
え
る
機
会
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
中
で
試
み
た
問
題
提
起
の
一
つ
に
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

今
日
一
般
に
、
文
書
が
「
文
書
の
機
能
」
を
軸
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
こ
と
に
対

し
、
少
し
見
方
を
変
え
て
、「
ひ
と
」
が
「
文
字
を
書
く
こ
と
」
を
通
じ
て
何
ら
か
の

「
し
ご
と
」
を
行
う
、
と
い
う
観
点
か
ら
と
ら
え
直
し
て
み
た
ら
ど
う
な
る
か
、
と
い

う
趣
旨
の
提
言
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
「
書
」
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
、

ど
う
い
う
意
味
を
持
つ
の
だ
ろ
う
か
。

従
来
、
古
文
書
学
の
扱
っ
て
き
た
諸
事
象
は
多
岐
に
わ
た
る
。
だ
が
、
そ
の
中
で
、

関
連
は
深
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
必
ず
し
も
う
ま
く
包
摂
で
き
な
か
っ
た
分
野
が
あ
る

よ
う
に
思
う
。

そ
の
一
つ
が
「
書
風
」
で
あ
る
。
例
え
ば
「
書
道
史
」
の
成
果
を
取
り
入
れ
、
そ
の

落
ち
着
き
先
を
捜
し
て
も
、
せ
い
ぜ
い
「
様
式
論
」
の
ど
こ
か
下
位
に
し
か
位
置
づ
け

（
注
２
）

ら
れ
な
い
、
と
い
う
状
態
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
何
を
書
く
か
」
と
並
ぶ
「
ど

の
よ
う
に
書
く
か
」
と
い
う
点
は
、「
ひ
と
が
文
字
を
書
い
て
し
ご
と
を
す
る
」
と
考
え

た
場
合
、
重
要
で
な
か
っ
た
筈
が
な
い
。
せ
っ
か
く
古
文
書
学
の
体
系
の
見
直
し
を
行

う
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
が
中
心
的
な
問
題
の
一
つ
と
し
て
正
当
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
枠

（
注
３
）

組
み
の
構
築
が
望
ま
し
い
の
で
あ
る
。

「
ど
の
よ
う
に
書
く
か
」
と
い
う
視
点
を
導
入
し
た
場
合
、
現
実
に
は
「
ど
の
よ
う

に
書
い
て
も
構
わ
な
い
」
と
い
う
答
え
が
出
て
く
る
こ
と
も
多
い
。
例
え
ば
、
正
倉
院

文
書
の
多
く
の
帳
簿
類
は
、
当
事
者
間
で
分
か
れ
ば
よ
い
、
と
い
う
性
格
を
も
つ
。
し

か
し
「
ど
う
書
い
て
も
構
わ
な
い
」
と
き
に
、
実
際
に
「
ど
の
よ
う
に
書
い
た
か
」
、
は

（
注
４
）

依
然
一
つ
の
検
討
課
題
で
あ
り
続
け
る
。

ま
た
、
そ
の
対
極
に
、「
こ
の
よ
う
に
書
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う
書
も
あ
っ

（
注
５
）

た
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
献
物
帳
の
書
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
点
に
関
わ
る
。

「
聖
武
天
皇
の
崩
御
後
、
東
大
寺
盧
舎
那
佛
に
宝
物
を
献
納
し
た
際
の
目
録
」
と
な
れ

（
一
）

（１３８）



ば
、
成
立
の
経
緯
か
ら
し
て
日
常
性
を
遥
か
に
超
え
、
し
か
も
「
公
的
」
の
極
致
に
お

け
る
書
の
あ
り
方
を
示
す
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
書
と
し
て
の
格
付
け
の
高
さ
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
そ
こ
で
は
「
書
く
行
為
」
が
通
常
以
上
に
自
覚
的
な
か
た
ち
で
行
わ

れ
た
と
考
え
て
よ
い
。

加
え
て
、
良
好
な
保
存
状
態
を
保
っ
た
原
本
で
あ
る
こ
と
、
書
だ
け
が
孤
立
す
る
こ

と
な
く
、
そ
の
書
を
め
ぐ
る
周
辺
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
豊
富
な
材
料
（
正
倉
院
宝

物
な
ど
）
と
と
も
に
伝
来
し
て
い
る
こ
と
は
、
分
析
の
際
に
非
常
に
有
利
な
材
料
で
あ

る
。「
ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
」「
書
く
こ
と
で
何
を
実
現
し
よ
う
と
し
た
か
」
に
つ
い

て
徹
底
し
た
検
討
が
な
さ
れ
る
べ
き
貴
重
な
事
例
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
理
解
さ
れ
る

（
注
６
）

で
あ
ろ
う
。

一
、
献
物
帳
原
本
の
概
要
と
研
究
資
料

検
討
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
る
の
は
、
正
倉
院
に
伝
わ
る
献
物
帳
五
巻
の
書
で
あ

る
。
ま
た
、
法
隆
寺
に
伝
来
し
、
現
在
は
東
京
国
立
博
物
館
保
管
（
法
隆
寺
献
納
宝
物
。

国
宝
）
と
な
っ
て
い
る
法
隆
寺
献
物
帳
も
関
連
が
深
い
の
で
、
併
せ
て
取
り
上
げ
る
。

最
初
に
各
巻
の
概
要
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。
な
お
、
各
巻
の
写
真
を
カ
ラ
ー
図
版
に
掲

げ
た
。

（
七
五
六
）

１a

天
平
勝
宝
八
歳
六
月
二
十
一
日
献
物
帳
（
国
家
珍
宝
帳
。
北
倉
１５８
二
巻
の
内
）

紙
本
墨
書
、
巻
子
装
一
軸
。
緑
色
紙
の
原
�
、
白
檀
撥
型
軸
端
の
原
軸
。
外
題
は
「
東

大
寺
献
物
帳
」。
本
紙
一
八
張
は
、
長
さ
約
八
八
セ
ン
チ
と
長
尺
の
上
質
な
料
紙
を
用

い
る
。
こ
れ
は
、
当
時
「
三
尺
麻
紙
」「
白
長
麻
紙
」「
唐
長
麻
紙
」
な
ど
と
呼
ば
れ
た

高
級
紙
で
あ
ろ
う
。
縦
横
の
墨
界
を
施
し
、
紙
面
全
体
と
外
題
上
に
「
天
皇
御
璽
」
を

捺
す
。

内
容
は
、
聖
武
帝
の
七
七
忌
に
あ
た
っ
て
、
天
皇
遺
愛
の
品
を
は
じ
め
と
す
る
宝
物

六
百
数
十
点
を
東
大
寺
毘
盧
舎
那
仏
に
奉
献
し
た
際
の
目
録
で
あ
る
。
巻
首
に
「
奉－

為

太
上
天
皇
一

捨
二

国
家
珍
宝
等
一

入
二

東
大
寺
一

願
文
」
と
題
す
る
光
明
皇
后
御
製
の
願
文
を

置
き
、
次
い
で
献
納
宝
物
の
詳
細
な
リ
ス
ト
を
連
ね
、
最
後
に
も
う
一
度
奉
献
の
趣
旨

を
繰
り
返
す
。

中
間
の
リ
ス
ト
部
分
は
、「
御
袈
裟
合
九
領
」
か
ら
「
御
床
二
張
」
に
至
る
が
、
こ
の

部
分
は
、
品
名
・
数
量
を
見
出
し
と
し
て
、
法
量
・
材
質
・
技
法
な
ど
の
注
記
を
加
え
、

由
緒
に
つ
い
て
述
べ
る
べ
き
こ
と
が
あ
れ
ば
、
そ
の
品
の
記
述
の
末
尾
に
記
す
、
と
い

う
構
成
を
と
る
。

巻
末
に
は
関
係
者
の
位
署
書
が
あ
り
、
日
付
の
後
に
、
藤
原
仲
麻
呂
・
同
永
手
・
巨

萬
福
信
・
賀
茂
角
足
・
葛
木
戸
主
の
連
署
が
あ
る
。

縦
二
五
・
九
セ
ン
チ
、
全
長
一
四
七
四
セ
ン
チ

１b

天
平
勝
宝
八
歳
六
月
二
十
一
日
献
物
帳
（
種
々
薬
帳
。
北
倉
１５８
二
巻
の
内
）

紙
本
墨
書
、
巻
子
装
一
軸
。
褐
色
紙
の
原
�
、
白
檀
撥
型
軸
端
の
原
軸
。
外
題
は
磨

滅
し
て
殆
ど
読
め
な
い
が
、
残
画
を
た
ど
る
と
「
種
々
薬
□
□
帳
□
」
の
よ
う
に
見
え

る
。
こ
こ
に
朱
印
影
の
一
部
が
残
る
と
い
う
。
本
紙
三
張
は
、
国
家
珍
宝
帳
と
同
じ
料

紙
。
縦
横
の
墨
界
の
ほ
か
、
横
押
界
を
補
助
的
に
用
い
る
。
紙
面
全
体
に
「
天
皇
御
璽
」

を
捺
す
。

（
二
）

二

（１３７）



１a
と
同
日
付
け
で
作
成
さ
れ
た
、
薬
物
六
〇
種
の
奉
献
に
関
わ
る
目
録
。
書
き
出
し

は
、
単
に
「
奉

盧
舎
那
仏
種
々
薬
」
と
あ
る
だ
け
で
、
す
ぐ
薬
名
・
量
目
と
納
器
の

列
挙
に
入
る
。
奉
献
の
趣
旨
は
そ
の
後
に
記
さ
れ
、
病
に
苦
し
む
者
が
あ
れ
ば
、
僧
綱

の
了
承
の
も
と
に
薬
を
出
用
し
、
病
苦
を
救
う
と
と
も
に
命
終
の
後
に
は
蓮
華
藏
世
界

へ
の
往
生
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
祈
願
す
る
。
巻
末
の
関
係
者
の
連
署
は
１a
国
家
珍
宝
帳

と
全
く
同
じ
。

縦
二
六
・
一
セ
ン
チ
、
全
長
二
一
〇
セ
ン
チ

１c

天
平
勝
宝
八
歳
七
月
二
十
六
日
献
物
帳
（
屏
風
花
氈
等
帳
。
北
倉
１５９
）

紙
本
墨
書
、
巻
子
装
一
軸
。
緑
色
紙
の
原
�
、
桑
木
撥
型
軸
端
の
原
軸
。
外
題
は

「
東
大
寺
献
物
帳
」。
本
紙
二
張
は
、
表
紙
と
同
様
の
緑
色
紙
。
縦
横
の
墨
界
を
施
し
、

紙
面
全
体
と
外
題
上
に
「
天
皇
御
璽
」
を
捺
す
。

国
家
珍
宝
帳
・
種
々
薬
帳
か
ら
一
月
余
り
を
隔
て
て
、
歐
陽
詢
の
真
跡
書
屏
風
・
王

羲
之
諸
帖
の
臨
書
屏
風
・
花
氈
・
鞋
・
銀
薫
炉
な
ど
の
調
度
品
を
追
加
献
納
し
た
際
の

も
の
。「
献
東
大
寺
」
と
書
き
出
し
て
、
す
ぐ
品
目
の
列
挙
に
移
り
、
締
め
く
く
り
も
、

こ
の
献
納
が
七
月
十
七
日
の
勅
に
よ
る
と
い
う
事
実
を
記
す
の
み
で
あ
る
。
日
付
の
後

に
、
藤
原
仲
麻
呂
・
同
永
手
・
巨
萬
福
信
・
巨
勢
堺
麻
呂
・
賀
茂
角
足
・
葛
木
戸
主
の

連
署
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
１a
・
１b
の
顔
ぶ
れ
に
堺
麻
呂
が
加
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

縦
二
七
・
三
セ
ン
チ
、
全
長
六
三
セ
ン
チ

（
七
五
八
）

１d

天
平
宝
字
二
年
六
月
一
日
献
物
帳
（
大
小
王
真
跡
帳
。
北
倉
１６０
）

紙
本
墨
書
、
巻
子
装
一
軸
。
縹
色
紙
の
原
�
、
緑
瑠
璃
軸
端
の
原
軸
。
外
題
な
し
。

本
紙
二
張
は
、
表
紙
と
同
様
の
縹
色
紙
。
界
線
を
用
い
な
い
。
紙
面
全
体
に
「
天
皇
御

璽
」
を
捺
す
。

王
羲
之
・
王
献
之
父
子
の
真
跡
書
一
巻
が
献
納
さ
れ
た
際
の
献
物
帳
。
こ
れ
は
、
表

に
大
王
羲
之
、
裏
に
小
王
献
之
の
真
跡
が
書
か
れ
た
も
の
で
、
聖
武
天
皇
が
生
前
に
鍾

愛
し
た
書
蹟
で
あ
っ
た
。
首
行
に
「
勅
」
、
次
行
に
「
献
東
大
寺
」
と
書
き
出
し
、
品
目

と
そ
の
由
緒
、
奉
献
の
趣
旨
を
記
す
。
日
付
の
次
の
位
署
は
、
藤
原
仲
麻
呂
が
自
署
を

加
え
た
「
紫
微
内
相
従
二
位
兼
中
衛
大
将
近
江
守
藤
原
�
朝
臣
�」
一
名
の
み
。

縦
二
七
・
五
セ
ン
チ
、
全
長
八
八
セ
ン
チ

１e

天
平
宝
字
二
年
十
月
一
日
献
物
帳
（
藤
原
公
真
跡
屏
風
帳
。
北
倉
１６１
）

紙
本
墨
書
、
巻
子
装
一
軸
。
黄
橡
色
紙
の
原
�
、
緑
瑠
璃
撥
型
軸
端
の
原
軸
。
外
題

な
し
。
本
紙
一
張
は
、
白
色
の
上
質
紙
で
、
紙
の
規
格
は
国
家
珍
宝
帳
の
料
紙
に
近
い
。

粗
い
折
界
を
用
い
る
。
紙
面
全
体
に
「
天
皇
御
璽
」
を
捺
す
。

五
回
の
献
納
の
最
後
に
、
光
明
皇
后
の
亡
父
で
あ
る
藤
原
不
比
等
の
真
跡
書
屏
風
の

献
納
が
行
わ
れ
た
。
表
は
五
色
の
紙
で
、
そ
こ
に
真
草
と
り
ど
り
の
書
が
書
か
れ
て
い

た
と
い
う
。
首
行
は
「
献
東
大
寺
」
と
書
き
出
し
、
品
目
と
そ
の
由
緒
、
奉
献
の
趣
旨

を
記
す
。
日
付
の
次
の
位
署
は
、
藤
原
仲
麻
呂
が
自
署
を
加
え
た
「
大
保
従
二
位
兼
行

鎮
国
大
尉
藤
原
恵
美
�
朝
臣
�」
お
よ
び
巨
勢
関
麻
呂（
１c
の
堺
麻
呂
と
同
一
人
）の
二
名
。

縦
二
八
・
八
セ
ン
チ
、
全
長
八
五
・
五
セ
ン
チ

１f

法
隆
寺
献
物
帳
（
天
平
勝
宝
八
歳
七
月
八
日
。
東
京
国
立
博
物
館
蔵
。
国
宝
）

紙
本
墨
書
、
巻
子
装
（
一
時
額
装
と
な
っ
て
い
た
の
を
再
改
装
）。
原
�
は
一
部
だ
け
が

（
三
）

（１３６）



残
存
。
外
題
は
「

寺
献
物
帳
」。
本
紙
二
張
は
青
緑
色
紙
。
縦
横
の
墨
界
を
施
し
、

紙
面
全
体
と
外
題
上
に
「
天
皇
御
璽
」
を
捺
す
。

六
月
二
十
一
日
の
東
大
寺
へ
の
宝
物
献
納
（
国
家
珍
宝
帳
）
に
続
き
、
他
の
十
七
箇
寺

へ
聖
武
天
皇
の
形
見
と
し
て
宝
物
が
数
種
ず
つ
頒
た
れ
た
。
七
月
八
日
付
の
法
隆
寺
献

物
帳
は
、
御
帯
・
御
刀
子
・
青
木
香
が
献
納
さ
れ
た
際
の
目
録
で
あ
る
。
書
き
出
し
は

「
献
法
隆
寺
」、
つ
い
で
品
目
、
最
後
に
奉
献
の
趣
旨
を
記
す
が
、
そ
の
文
章
は
１a

国

家
珍
宝
帳
末
尾
の
文
章
と
同
趣
。
ま
た
、
巻
末
の
関
係
者
の
連
署
も
国
家
珍
宝
帳
と
全

く
同
じ
で
あ
る
。

縦
二
八
・
八
セ
ン
チ
、
全
長
七
一
・
四
セ
ン
チ

正
倉
院
の
献
物
帳
各
巻
の
全
容
と
書
誌
的
な
諸
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
近
年
刊
行
の

『
正
倉
院
宝
物
』
３
北
倉
�
に
拠
る
の
が
よ
い
。
同
書
に
は
、
正
倉
院
の
献
物
帳
五
巻

の
全
体
が
原
寸
大
カ
ラ
ー
図
版
と
し
て
収
録
さ
れ
、
原
本
調
査
に
基
づ
く
所
見
が
詳
し

く
記
述
さ
れ
て
い
る
。
右
に
ま
と
め
た
各
巻
の
概
要
も
、
同
書
を
は
じ
め
今
ま
で
発
表

さ
れ
た
諸
論
考
・
解
説
書
等
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
あ
る
が
、
論
を
進
め
る
都

合
上
、
要
点
を
摘
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
最
初
に
標
出
し
た
名
称
は
、『
正

倉
院
御
物
目
録
』
の
正
式
名
称
で
あ
る
が
、
本
稿
の
叙
述
で
は
、
通
例
に
従
っ
て
、
も

っ
ぱ
ら
括
弧
内
に
示
し
た
通
称
を
用
い
る
。

ま
た
、
法
隆
寺
献
物
帳
に
つ
い
て
は
坂
元
正
典
氏
・
木
内
武
男
氏
ら
の
研
究
が
あ
る
。

な
お
、
こ
の
論
考
の
な
か
限
り
の
取
り
決
め
と
し
て
、
六
巻
の
献
物
帳
を
示
す
の
に

記
号
ａ
〜
ｆ
を
用
い
る
と
と
も
に
、
こ
の
記
号
と
各
節
の
番
号
と
を
組
み
合
わ
せ
た
マ

ー
ク
ア
ッ
プ
符
号
を
項
の
切
れ
目
な
ど
に
挿
入
し
た
。
同
じ
対
象
に
つ
い
て
各
節
で
繰

り
返
し
論
及
す
る
た
め
、
こ
の
マ
ー
ク
に
よ
っ
て
、
読
者
が
現
在
位
置
を
容
易
に
確
認

で
き
、
ま
た
必
要
が
あ
れ
ば
特
定
の
一
巻
に
つ
い
て
各
節
の
論
述
を
辿
っ
て
い
く
よ
う

な
読
み
方
が
で
き
る
と
思
う
。

二
、
先
行
学
説
の
紹
介

『
正
倉
院
の
書
蹟
』
の
見
解

正
倉
院
に
蔵
せ
ら
れ
る
書
蹟
に
つ
い
て
、
書
道
史
の
観
点
か
ら
本
格
的
な
検
討
を
加

え
た
の
は
、
昭
和
三
十
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
正
倉
院
の
書
蹟
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

昭
和
三
十
一
〜
三
十
四
年
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
正
倉
院
書
蹟
の
特
別
調
査
の
報
告
書

で
、
神
田
喜
一
郎
・
内
藤
乾
吉
・
田
山
信
郎
・
堀
江
知
彦
の
四
氏
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。

同
書
の
中
で
、
献
物
帳
の
書
に
つ
い
て
包
括
的
な
解
説
を
加
え
た
の
が
、
神
田
喜
一

郎
「
正
倉
院
の
書
蹟
の
概
観
」
で
あ
る
。
神
田
氏
は
、
こ
の
論
考
の
な
か
で
「
三

�
目

録
�
の
解
説
」
の
一
項
目
を
立
て
、
お
よ
そ
前
節
で
概
観
し
た
よ
う
な
献
物
帳
各
巻
の

紹
介
を
行
っ
た
後
、
次
の
よ
う
に
論
ず
る
。

以
上
五
種
の
目
録
は
、（
中
略
）
い
わ
ば
当
時
に
お
け
る
国
家
最
高
の
文
書
で

あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
用
紙
や
装
幀
に
善
美
を
つ
く
し
て
い
る
の
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
し
か
し
そ
れ
以
上
に
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
当
時
の
第
一
級
に
属
す
る
専
門

家
に
命
じ
て
製
作
せ
し
め
た
と
思
わ
れ
る
の
は
、
そ
の
文
章
と
書
で
あ
る
。

２a
「
国
家
珍
宝
帳
」
の
首
に
見
え
る
光
明
皇
后
の
願
文
の
ご
と
き
、
実
に
堂
々
と
し

た
名
文
で
あ
る
。
奈
良
朝
時
代
の
漢
文
と
し
て
代
表
的
な
傑
作
と
い
っ
て
さ
し
つ
か

（
四
）

〔
法
隆
〕

（
注
１０
）

（
注
７
）

（
注
８
）

（
注
９
）

（１３５）



え
な
い
。
そ
う
し
て
書
も
ま
た
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
立
派
な
名
蹟
で
あ
る
。
唐
の
歐

ち
か

陽
詢
の
風
格
を
具
え
、
特
に
化
度
寺
僧
�
塔
銘
（
挿
図
１
）
の
書
に
幾
い
。
当
時
わ
が

国
に
お
い
て
歐
陽
詢
の
書
が
尊
重
せ
ら
れ
た
こ
と
は
、
前
に
挙
げ
た
い
わ
ゆ
る
「
屏

風
花
氈
帳
」
に
、
歐
陽
詢
の
真
蹟
の
屏
風
が
王
羲
之
の
書
を
臨
し
た
屏
風
と
と
も
に
、

朝
廷
か
ら
東
大
寺
に
奉
献
せ
ら
れ
た
こ
と
の
見
え
る
一
事
を
も
っ
て
し
て
も
、
お
そ

ら
く
明
瞭
で
あ
ろ
う
。「
国
家
珍
宝
帳
」
を
書
い
た
筆
者
は
、
そ
う
い
う
意
味
で
当
時

に
お
け
る
も
っ
と
も
正
統
的
な
書
法
の
達
人
と
せ
ら
れ
て
い
た
者
で
あ
っ
た
に
相
違

な
い
。

ち
ょ
う
ど
こ
の
「
国
家
珍
宝
帳
」
に
見
え
る
宝
物
が
東
大
寺
に
奉
献
せ
ら
れ
た
翌

月
、
す
な
わ
ち
天
平
勝
宝
八
歳
七
月
八
日
に
、
朝
廷
で
は
ま
た
先
帝
聖
武
天
皇
の
御

（
マ
ヽ
）

遺
品
を
法
隆
寺
そ
の
他
十
二
個
寺
に
奉
献
せ
ら
れ
た
が
、
そ
の
際
、
法
隆
寺
に
差
出

さ
れ
た
２f
「
法
隆
寺
献
物
帳
」
を
見
る
と
、
そ
の
書
風
が
「
国
家
珍
宝
帳
」
と
酷
似

し
て
い
て
、
そ
の
同
一
人
の
手
に
出
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
思
わ
し
め
る
。（
中
略
）

２b
「
種
々
薬
帳
」
の
書
は
、
ま
っ
た
く
別
人
で
あ
ろ
う
と
思
う
。「
国
家
珍
宝
帳
」

の
書
に
較
べ
て
、
ず
っ
と
柔
ら
か
く
優
美
で
あ
る
。
そ
う
し
て
古
法
を
存
し
て
い
る
。

（
六
一
〇
）

正
倉
院
聖
語
蔵
に
蔵
す
る
隋
の
大
業
六
年
書
写
に
係
る
「
賢
劫
経
」（
隋
経
１
号
。
挿

図
２
）の
書
な
ど
と
相
似
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
お
そ
ら
く
「
国
家
珍
宝
帳
」
の
書
者

よ
り
も
一
時
代
前
に
行
わ
れ
た
古
い
書
法
を
習
っ
た
名
人
の
手
蹟
か
と
思
う
。

２c
「
屏
風
花
氈
帳
」
の
書
は
、
ま
た
別
筆
で
あ
る
。
い
ず
れ
か
と
い
う
と
「
国
家

珍
宝
帳
」
な
ど
と
と
も
に
当
時
の
新
し
い
書
風
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
流
麗
な
点

挿図２ 賢劫経 巻１ 巻末

挿図１ 歐陽詢「化度寺僧�塔銘」

（
五
）

（１３４）



に
お
い
て
普
通
の
写
経
生
の
書
に
多
く
見
る
特
色
を
も
っ
て
い
る
。
た
だ
し
王
羲
之

の
羲
の
字
を
誤
っ
て
義
に
作
っ
て
い
る
が
ご
と
き
、
あ
ま
り
学
問
の
な
い
単
な
る
写

経
生
の
手
に
出
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

２d
「
大
小
王
真
跡
帳
」
と
２e
「
書
屏
風
帳
」
と
は
、
そ
の
書
風
の
き
わ
め
て
近
似

し
て
い
る
こ
と
、
文
字
の
結
体
に
ほ
と
ん
ど
同
一
の
も
の
の
見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
に

よ
っ
て
、
そ
の
書
者
を
同
じ
く
す
る
と
思
う
。
そ
う
し
て
こ
れ
は
非
常
な
気
品
の
高

い
名
筆
で
あ
る
。
そ
の
姿
態
の
妙
を
き
わ
め
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
も
、
普
通
の
写
経

生
の
輩
の
能
く
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
い
わ
ゆ
る
集
王
聖
教
序
（
挿
図
３
）
あ
た
り

を
学
ん
だ
書
家
に
相
違
な
い
が
、
�
遂
良
の
枯
樹
賦
（
挿
図
４
）
な
ど
と
も
相
通
じ
た

と
こ
ろ
が
あ
る
。
も
っ
ぱ
ら
書
法
の
上
か
ら
い
え
ば
、
こ
の
二
帳
を
も
っ
て
「
目

録
」
の
圧
巻
と
見
た
い
。

次
に
、『
正
倉
院
の
書
蹟
』
の
中
で
は
、
内
藤
乾
吉
氏
の
「
正
倉
院
古
文
書
の
書
道
史

的
研
究
」
も
逸
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
の
論
考
は
、「
正
倉
院
の
書
蹟
を
中
国
書
道
の
影
響
の
面
を
主
と
し
て
考
え
」
る
、

と
い
う
課
題
に
応
え
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
所
掲
図
版
の
解
説
を
軸
に
、
極
め

（
六
）

挿図３ 王羲之「集王聖教序」

挿図４ �遂良「枯樹賦」

（１３３）



て
具
体
的
に
論
述
が
進
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
端
々
に
ま
で
示
唆
的
な
内
容
が
含
ま
れ
、

私
も
多
く
の
教
え
を
う
け
た
。
と
く
に
、
献
物
帳
の
書
と
、
中
国
の
書
と
の
比
較
の
際

に
、
内
藤
氏
の
挙
げ
ら
れ
た
具
体
例
を
間
に
置
く
と
、
理
解
し
や
す
い
場
合
が
多
い
。

た
だ
し
、
内
藤
論
文
は
、
対
象
と
す
る
範
囲
を
神
田
氏
と
分
担
し
、
直
接
の
対
象
と

し
た
の
は
、
正
倉
院
中
倉
に
所
属
す
る
「
正
倉
院
古
文
書
」
に
限
っ
た
た
め
、
献
物
帳

に
は
直
接
の
言
及
は
な
く
、
神
田
氏
の
説
と
併
置
さ
れ
る
よ
う
な
形
で
は
ま
と
ま
っ
て

い
な
い
。

そ
こ
で
、
内
藤
氏
の
見
解
は
、
次
節
の
論
述
の
中
に
必
要
に
応
じ
て
織
り
込
ん
で
い

く
こ
と
に
し
た
い
。

東
洋
学
の
泰
斗
と
も
い
う
べ
き
両
氏
の
こ
の
所
論
は
、
そ
の
後
の
論
者
に
強
い
影
響

を
与
え
た
。
研
究
史
の
う
ち
、
実
作
を
踏
ま
え
た
書
家
に
よ
る
書
道
史
の
研
究
成
果
に

つ
い
て
は
、
ま
だ
十
分
に
渉
猟
す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
が
、
歴
史
学
（
お
も
に
日

本
古
代
史
）
の
分
野
か
ら
見
渡
せ
る
範
囲
で
、
書
道
史
の
研
究
を
み
る
と
、
献
物
帳
の

「
書
」
を
取
り
上
げ
て
の
積
極
的
な
提
言
は
少
な
い
。
種
々
薬
帳
に
関
し
て
、
東
野
治

之
氏
が
神
田
氏
と
は
別
の
説
を
提
出
さ
れ
た
よ
う
な
例
（
後
述
３b
）
は
、
全
般
的
に
は
少

な
い
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

三
、
私
見
に
よ
る
「
似
て
い
る
」
書
の
提
示

神
田
喜
一
郎
氏
の
見
解
を
前
節
に
紹
介
し
た
が
、
そ
の
所
説
は
畢
竟
「
神
田
氏
が
ど

う
感
じ
た
か
」
に
帰
着
す
る
も
の
だ
か
ら
、
そ
れ
を
否
定
す
る
こ
と
は
誰
に
も

原

理
的
に
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
神
田
説
に
対
す
る
反
論
は
意
図
し
て
い
な
い

の
で
、「
似
て
い
る
」
と
私
が
判
断
す
る
も
の
を
提
示
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
よ
い
の
で

あ
る
。

そ
こ
で
少
し
方
針
を
転
換
す
る
。
比
喩
的
に
言
え
ば
、「
神
田
氏
の
眼
を
借
り
て
」、

似
た
も
の
の
探
索
を
さ
ら
に
続
け
る
、
と
い
う
や
り
方
で
あ
る
。
以
下
、
私
見
を
提
示

し
よ
う
。

３a

国
家
珍
宝
帳

神
田
氏
の
い
う
「
歐
陽
詢
の
風
格
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
に
国
家
珍
宝
帳
の
書
に

つ
い
て
言
及
す
る
際
に
は
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
こ
の
表
現
が
引
か
れ
る
ほ
ど
、
広

く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
私
の
感
じ
方
で
言
え
ば
、
紙
面
全
体
か
ら
感
じ
と
ら
れ
る

安
定
感
、
一
律
に
扁
平
な
り
縦
長
な
り
の
枠
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
暢
達
な
構
え
、

ギ
ス
ギ
ス
し
た
と
こ
ろ
の
全
く
な
い
温
雅
な
文
字
の
表
情
は
、
す
べ
て
国
家
珍
宝
帳
の

書
の
な
か
の
、
歐
陽
詢
に
通
じ
る
美
質
だ
と
思
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
を
初
唐
楷
書
、
歐

陽
詢
、
化
度
寺
僧
�
塔
銘
、
と
い
う
ふ
う
に
一
定
の
要
素
に
収
斂
さ
せ
て
理
解
さ
せ
て

行
く
の
が
正
し
い
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
私
に
は
判
断
が
付
き
か
ね
る
。

確
か
に
、
歐
陽
詢
を
そ
の
典
型
と
す
る
初
唐
楷
書
の
整
っ
た
形
姿
に
、
わ
ず
か
に
柔

ら
か
な
肉
付
き
を
加
え
て
豊
麗
な
感
覚
の
書
を
現
出
せ
し
め
た
、
と
い
う
点
で
は
、
嗜

好
の
変
化
を
い
ち
早
く
と
ら
え
た
新
し
い
装
い
が
感
じ
ら
れ
る
。
が
、
そ
の
骨
格
に
は
、

も
う
一
つ
別
の
、
よ
り
古
い
要
素
が
大
き
な
位
置
を
占
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
基
層
部
分
に
相
当
す
る
書
と
し
て
、
私
は
伝
智
永
筆
の
「
真
草
千
字
文
」（
小
川
雅

人
氏
藏
。
国
宝
）
を
置
い
て
み
た
い
。

（
注
１３
）

（
注
１１
）

（
注
１４
）

（
注
１２
）

（
七
）

（１３２）



（
八
）

（１３１）



挿図５‐１ 国家珍宝帳と真草千字文の比較（巻首）

挿図５‐２ 同前（続き）

挿図５‐３同前 部分
（国家珍宝帳は原寸）

（
九
）

（１３０）



そ
の
資
料
と
し
て
、
国
家
珍
宝
帳
の
巻
首
願
文
の
部
分
を
と
り
あ
げ
て
、
千
字
文
と

対
照
さ
せ
て
提
示
し
た
（
挿
図
５－

１
〜
３
）。
正
直
に
や
れ
ば
文
字
が
揃
わ
ず
、
穴
ぼ
こ

だ
ら
け
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
同
じ
文
字
だ
け
で
は
な
く
、
同
じ
偏
・
旁
な
ど
の

共
通
部
分
を
持
つ
参
考
事
例
も
一
緒
に
並
べ
た
う
え
、
千
字
文
と
国
家
珍
宝
帳
と
は
一

行
置
き
に
並
べ
、
珍
宝
帳
の
文
字
を
ガ
イ
ド
に
し
て
、
滑
ら
か
に
目
で
追
っ
て
い
け
る

よ
う
に
し
た
。
縦
の
行
の
流
れ
は
、
書
を
印
象
づ
け
る
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
し
、

こ
の
ほ
う
が
一
字
ず
つ
の
比
較
に
も
都
合
が
よ
い
。

こ
こ
で
、
巻
首
の
願
文
だ
け
を
取
り
上
げ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
一
言
弁
じ
て
お
こ
う
。

原
理
的
に
は
、
珍
宝
帳
全
体
を
作
業
の
対
象
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
私
は
、
献
物
帳

の
大
部
分
を
占
め
る
リ
ス
ト
部
分
お
よ
び
巻
末
の
献
納
の
趣
旨
を
除
外
し
て
、
巻
首
部

分
だ
け
で
全
体
の
傾
向
を
う
か
が
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
判
断
し
た
。

そ
の
根
拠
に
は
、
リ
ス
ト
は
書
記
の
原
理
と
い
う
点
で
、
願
文
と
は
や
や
異
質
で
あ

る
、
と
い
う
認
識
が
あ
る
。
ど
う
い
う
こ
と
か
と
言
え
ば
、
リ
ス
ト
は
基
本
的
に
「
目

で
見
て
わ
か
る
た
め
の
文
字
」
を
連
ね
た
部
分
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
願
文
や
、
リ
ス
ト
の
な
か
で
も
「
右
…
…
」
の
よ
う
に
由
緒
に
つ
い
て
述
べ
る
部

分
は
、「
目
で
見
な
が
ら
、
同
時
に
文
章
と
し
て
読
む
」
べ
き
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

両
者
の
差
は
、
例
え
ば
、
文
字
の
字
間
の
と
り
か
た
と
し
て
表
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

前
者

視
認
の
た
め
の
文
字
は
、
一
つ
の
塊
と
し
て
パ
ッ
と
と
ら
え
ら
れ
る
の
が
望

ま
し
い
た
め
、
字
間
を
詰
め
て
書
く
。

こ
れ
に
対
し
て
後
者
の
文
字
は
、
印
刷
用
語
で
い
う
「
四
分
ア
キ
」
な
い
し
「
三
分

ア
キ
」
程
度
の
ゆ
と
り
を
持
っ
て
文
字
が
書
か
れ
る
。
こ
の
ゆ
と
り
の
存
在
は
、
紙
面

に
書
か
れ
た
文
字
を
視
覚
が
と
ら
え
る
際
に
、
ど
の
よ
う
な
効
果
を
生
む
だ
ろ
う
か
。

一
瞬
の
う
ち
に
全
体
を
と
ら
え
う
る
「
一
つ
の
塊
」
と
対
比
さ
せ
て
考
え
る
と
、
こ

の
場
合
、
視
点
の
移
動
が
時
間
の
経
過
の
な
か
に
展
開
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
こ
に

は
時
間
軸
に
沿
っ
て
緩
や
か
に
流
れ
る
感
覚
が
生
ま
れ
、
そ
の
線
条
性
が
、
文
章
を
読

み
上
げ
る
声
を
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
喚
起
さ
せ
、
こ
の
結
果
、
文
字
を
追
っ
て
い
く
視
覚

と
、
頭
の
中
で
そ
の
「
声
」
を
聞
い
て
い
る
聴
覚
と
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
す
る
こ
と
に
な

る
。
こ
の
よ
う
な
性
格
の
文
字
を
書
く
局
面
に
お
い
て
は
、
触
覚
を
含
む
他
の
感
覚
も

活
性
化
し
、「
書
く
」
と
い
う
行
為
そ
の
も
の
も
、
よ
り
自
覚
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な

ろ
う
。

な
お
、
巻
末
部
分
は
、
願
文
と
同
じ
呼
吸
で
書
か
れ
る
が
、
こ
こ
ま
で
来
る
と
、
筆

致
も
か
な
り
息
切
れ
し
、
か
す
れ
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
た
め
、
こ
こ
で
は
採
ら
な
か

っ
た
。

挿
図
５
で
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
千
字
文
の
ほ
う
が
全
体
と
し
て
行
書
に
近
い
が
、

こ
の
傾
向
は
千
字
文
の
な
か
で
も
後
ろ
の
ほ
う
へ
行
く
ほ
ど
顕
著
と
な
っ
て
い
る
。
国

家
珍
宝
帳
の
隣
に
並
べ
た
文
字
ご
と
の
比
較
で
い
う
な
ら
、
千
字
文
は
少
し
崩
れ
て
い

る
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
私
の
見
る
と
こ
ろ
、
筆
勢

・
結
体
の
い
ず
れ
の
面
か
ら
も
、
両
者
は
極
め
て
親
近
性
が
高
い
よ
う
に
思
う
。
千
字

文
は
、
本
来
の
並
び
、
書
と
し
て
の
流
れ
を
寸
断
し
て
配
置
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

珍
宝
帳
と
似
た
リ
ズ
ム
す
ら
生
ま
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
両
者

の
類
似
が
表
層
に
止
ま
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
、
両
者
の
間
に
、
内
藤
乾
吉
氏
が
「
智
永
の
真
草
千
字
文
を
髣
髴
せ
し

（
一
〇
）

（１２９）



め
る
」
と
評
し
た
高
屋
赤
麻
呂
筆
の
写
経
目
録
（『
正
倉
院
の
書
蹟
』
図
版
五
六
…
挿
図

６
）
を
置
い
て
み
る
と
い
っ
そ
う
明
瞭
で
あ
ろ
う
。
こ
の
書
は
行
書
的
筆
法
を
混
じ
え

た
楷
書
で
書
か
れ
、
経
巻
名
の
リ
ス
ト
部
分
は
詰
め
て
記
入
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
、

ゆ
っ
た
り
と
書
か
れ
た
楷
書
へ
と
、
イ
メ
ー
ジ
の
上
で
修
正
し
て
み
る
と
、
国
家
珍
宝

帳
そ
っ
く
り
の
書
が
現
出
す
る
と
思
わ
れ
る
。

私
見
の
適
否
は
本
稿
の
読
者
の
判
定
に
委
ね
る
が
、
当
面
の
結
論
と
し
て
は
、
国
家

珍
宝
帳
の
書
は
、「
真
草
千
字
文
」
の
書
（
Ａ
）
を
基
層
と
し
、
そ
れ
に
初
唐
風
の
結
体

（
Ｂ
）
の
要
素
が
加
わ
り
、
さ
ら
に
勝
宝
年
間
ら
し
い
豊
麗
さ
（
Ｃ
）
と
い
う
装
い
を

ま
と
わ
せ
た
姿
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
正
倉
院
中

倉
の
梵
網
経
（
中
倉
３４
…
挿
図
７
）
や
天
平
感
宝
元
年
閏
五
月
廿
日
の
聖
武
天
皇
勅
書

（
平
田
寺
所
蔵
。
国
宝
…
挿
図
８
）
は
、
要
素
Ａ
に
要
素
Ｂ
が
加
わ
っ
た
段
階
に
あ
る
書

と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ち
な
み
に
内
藤
氏
は
、
平
田
寺
の
勅
書
に
み
る
「
磔
法
の

末
筆
が
、
一
頓
し
て
か
ら
再
び
毫
尖
を
�
い
て
、
錐
の
先
が
�
を
破
る
よ
う
な
形
」
が
、

智
永
の
千
字
文
の
筆
法
を
習
っ
た
と
見
る
内
藤
湖
南
説
を
紹
介
し
て
い
る
。

挿図６ 高屋赤麻呂筆「写経目録」

挿図７ 梵網経 巻首

挿図８ 聖武天皇勅書

（
注
１５
）

（
注
１６
）

（
一
一
）

（１２８）



な
お
、
３f

法
隆
寺
献
物
帳
は
、
線
質
が
国
家
珍
宝
帳
よ
り
幾
分
鋭
く
、
別
筆
と
見
る

見
解
も
あ
る
が
、
私
は
同
筆
と
推
測
す
る
神
田
氏
の
説
に
従
う
。

３b

種
々
薬
帳

神
田
氏
は
、
種
々
薬
帳
に
つ
い
て
、
聖
語
蔵
隋
経
の
「
賢
劫
経
」（
大
業
六
年
書
写
）
の

書
な
ど
と
相
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
東
野
治
之
氏
は
、

神
田
氏
の
指
摘
す
る
よ
う
に
薬
帳
の
書
が
古
風
で
あ
る
こ
と
を
基
本
的
に
首
肯
し
た
う

え
で
、
敦
煌
出
土
の
南
朝
陳
の
写
経
（
敦
煌
本
「
摩
訶
摩
耶
経
」
巻
上
…
挿
図
９
）
を
例
に

挙
げ
て
、
種
々
薬
帳
と
の
近
似
性
を
挙
げ
、「
従
来
対
比
さ
れ
て
き
た
隋
経
な
ど
よ
り

も
、
こ
の
陳
の
写
経
の
方
が
は
る
か
に
近
い
書
風
を
示
す
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
魚
住
和
晃
氏
は
、
こ
の
書
に
つ
い
て
、「
魏
の
鐘
�
か
ら
王
羲
之
に
至
る
時
代

に
展
開
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
魏
晋
小
楷
」
の
書
法
に
も
と
づ
く
と
指
摘
す
る
（
鐘
�
「
宣

示
表
」
が
例
示
さ
れ
る
…
挿
図
１０
）。

私
の
見
た
な
か
で
、
種
々
薬
帳
と
書
風
が
近
い
と
思
わ
れ
た
も
の
は
、
京
都
国
立
博

物
館
所
蔵
の
「
大
般
涅
槃
経
」
巻
十
七
の
書
で
あ
る
（
挿
図
１１
）。
巻
末
願
文
の
部
分
を
、

国
家
珍
宝
帳
の
例
に
倣
っ
て
対
比
さ
せ
て
み
よ
う
（
挿
図
１２
）。
私
は
、
東
野
・
魚
住
両

氏
の
挙
げ
た
例
と
同
程
度
に
は
、
両
者
は
似
て
い
る
と
判
断
す
る
。

な
お
、
付
言
す
る
と
、
こ
の
「
大
般
涅
槃
経
」
巻
十
七
に
つ
い
て
は
、
夙
に
神
田
氏

が
智
永
「
真
草
千
字
文
」
と
「
一
脈
相
通
ず
る
も
の
が
あ
る
」
と
評
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
二
者
や
前
項
で
紹
介
し
た
高
屋
赤
麻
呂
の
写
経
目
録
を
間
に
置
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

国
家
珍
宝
帳
と
種
々
薬
帳
の
書
は
、
滑
ら
か
に
連
続
す
る
一
つ
の
相
の
な
か
で
、
そ
の

ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
と
い
う
の
も
、
書
の
基
層
部

分
の
構
造
に
通
底
す
る
も
の
が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

挿図９ 敦煌本「摩訶摩耶経」巻上

挿図１０ 鐘�「宣示表」

（
一
二
）

（
注
１９
）

（
注
１７
）

（
注
２０
）

（
注
２１
）

（
注
１８
）

（１２７）



挿図１１ 大般涅槃経 巻１７

挿図１２ 種々薬帳と大般涅槃経巻１７の比較

（
一
三
）

（１２６）



３c

屏
風
花
氈
等
帳

屏
風
花
氈
等
帳
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

神
田
氏
の
言
う
と
こ
ろ
は
、「
国
家
珍
宝
帳
」
な
ど
と
と
も
に
当
時
の
新
し
い
書
風
で

あ
る
が
、
そ
の
流
麗
さ
ゆ
え
に
却
っ
て
、
品
格
の
点
で
は
国
家
珍
宝
帳
の
書
に
一
歩
譲

る
結
果
と
な
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
神
田
説
の
う
ち
、
王

羲
之
の
羲
の
字
を
誤
っ
て
義
に
作
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
あ
ま
り
学
問
の
な
い
単
な
る

写
経
生
の
手
」「
普
通
の
写
経
生
の
書
」
と
評
価
さ
れ
る
点
は
、
勅
を
奉
じ
て
の
献
物
と

い
う
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
文
字
通
り
解
す
る
の
は
行
き
過
ぎ
で
あ
ろ
う
。

氏
の
所
説
の
う
ち
、
私
が
第
一
に
重
視
し
た
い
の
は
、
国
家
珍
宝
帳
と
同
じ
系
統
に

属
す
る
書
で
あ
る
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
各
文
字
を
一
つ
ず
つ
比
較
し
な
が
ら
見
て
い

く
と
、
全
体
と
し
て
、
両
者
の
文
字
の
基
本
的
な
骨
格
の
共
通
点
は
明
ら
か
と
な
る
。

そ
の
上
で
、
両
者
の
違
い
を
求
め
る
と
、
屏
風
花
氈
等
帳
の
ほ
う
に
、
装
飾
的
な
、

や
や
過
剰
な
も
の
が
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
私
の
言
う
の
は
、「
青
」「
件
」「
納
」

「
勅
」
の
縦
画
に
入
る
と
き
に
「
遊
糸
」
と
い
う
に
は
少
々
重
苦
し
い
感
じ
で
蕨
の
よ

う
に
ク
ル
リ
と
巻
く
筆
遣
い
や
、「
右
」「
大
」「
寺
」
の
第
一
画
の
よ
う
に
、
水
平
に
近

く
入
っ
た
筆
が
グ
イ
ッ
と
九
〇
度
の
方
向
転
換
を
行
う
力
み
返
っ
た
感
じ
、
な
ど
で
あ

る
。
神
田
氏
が
い
く
ぶ
ん
否
定
的
な
意
味
を
込
め
て
使
っ
た
と
思
わ
れ
る
「
流
麗
」
の

語
は
、
こ
の
感
じ
を
評
し
た
も
の
と
、
私
は
理
解
す
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
は
、
内
藤
乾

吉
氏
が
「
北
朝
か
ら
伝
わ
っ
た
装
飾
的
遊
戯
的
筆
法
」
と
論
断
さ
れ
た
も
の
に
該
当
す

る
も
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
、
私
は
、
先
に
「
国
家
珍
宝
帳
」
の
基
本
に
真
草
千
字
文
を
置
い
た
の
で
、
そ

れ
と
の
対
比
に
お
い
て
、
屏
風
花
氈
等
帳
の
書
を
ど
う
位
置
づ
け
る
か
、
明
ら
か
に
す

る
必
要
が
あ
ろ
う
。
私
は
、
こ
の
誇
張
し
た
筆
法
の
部
分
は
、
必
ず
し
も
屏
風
花
氈
等

帳
の
書
の
中
心
的
、
本
質
的
な
部
分
を
占
め
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
が
、
さ
り
と

て
範
と
な
っ
た
書
に
全
く
見
え
な
い
、
単
な
る
ノ
イ
ズ
と
も
思
わ
れ
な
い
。
同
帳
の
中

で
も
後
ろ
に
行
く
ほ
ど
顕
著
に
な
る
の
は
、
や
は
り
書
の
本
質
に
か
か
わ
る
も
の
が
あ

る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
例
は
、『
正
倉
院
の
書
蹟
』
図
版
七
〇
に
掲
げ
ら
れ
た
爪
工
家
麻

呂
の
書
（
挿
図
１３
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
見
し
て
屏
風
花
氈
等
帳
の
書
と
似
て
い
る
。
内

藤
氏
は
図
版
六
七
〜
七
四
に
掲
載
し
た
家
麻
呂
の
書
を
評
し
て
「
歐
陽
詢
風
を
見
事
に

書
い
て
」
い
る
と
さ
れ
る
。

こ
れ
を
手
が
か
り
に
屏
風
花
氈
等
帳
と
歐
陽
詢
の
書
を
比
較
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
、
歐
陽
詢
の
楷
書
の
中
で
も
最
高
傑
作
と
い
わ
れ
る
「
九
成
宮
醴
泉
銘
」
を
取

り
上
げ
る
。
石
碑
に
あ
ら
わ
さ
れ
た
手
跡
と
、
肉
筆
の
屏
風
花
氈
等
帳
と
の
比
較
は
難

し
い
が
、「
奉
」「
勅
」
や
細
字
で
書
か
れ
た
「
歐
陽
詢
」
の
文
字
を
比
較
す
る
と
、
一

見
し
た
と
き
の
印
象
以
上
に
両
者
が
近
い
こ
と
を
思
わ
せ
る
。
さ
ら
に
、「
温
彦
博

碑
」
を
見
る
と
、
文
字
の
結
構
に
お
い
て
共
通
す
る
「
銀
」「
盛
」「
右
」
な
ど
の
文
字

を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
（
参
考
と
な
る
文
字
を
ま
と
め
て
挿
図
１４
に
示
し
た
）。
や
や

縦
長
の
結
体
を
持
ち
、
厳
し
さ
を
内
包
し
た
楷
書
は
、
歐
風
の
特
徴
と
い
っ
て
よ
い
。

屏
風
花
氈
等
帳
で
は
、
縦
長
の
程
度
は
歐
陽
詢
ほ
ど
極
端
で
は
な
く
、
そ
れ
に
代
わ
っ

て
い
く
ら
か
豊
麗
な
と
こ
ろ
が
見
え
る
の
は
、
神
田
氏
が
、「�
国
家
珍
宝
帳
�
な
ど
と

と
も
に
当
時
の
新
し
い
書
風
」
と
し
て
指
摘
さ
れ
た
特
徴
に
相
当
し
よ
う
か
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
屏
風
花
氈
等
帳
は
、
歐
陽
詢
の
書
を
規
範
と
し
て
書
か
れ
た
も

（
一
四
）

（１２５）



の
と
考
え
た
い
。

３d

大
小
王
真
跡
帳

３e

藤
原
公
真
跡
屏
風
帳

大
小
王
真
跡
帳
は
、
聖
武
天
皇
が
生
前
に
鍾
愛
し
た
王
羲
之
・
王
献
之
父
子
の
真
跡

書
の
献
納
に
ふ
さ
わ
し
く
、
添
え
ら
れ
た
献
物
帳
も
、
流
麗
な
行
書
で
書
か
れ
、
料
紙

の
縹
色
と
相
俟
っ
て
高
い
品
格
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
は
、
神
田
氏
以
来
の
指
摘
に
あ
る

と
お
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
と
藤
原
公
真
跡
屏
風
帳
と
を
較
べ
る
と
、「
大
小
王
」
の

ほ
う
が
僅
か
に
「
行
」
の
気
味
が
強
く
、
ま
た
、
字
体
の
面
で
も
「
佛
」「
仏
」
の
差
が

あ
る
が
、
総
合
的
な
判
断
と
し
て
同
一
書
者
の
手
に
な
る
、
と
す
る
神
田
氏
の
所
説
に

従
い
た
い
。

た
だ
、
神
田
氏
が
「
集
王
聖
教
序
あ
た
り
を
学
ん
だ
書
家
」
と
い
い
、
内
藤
氏
が
「
王

羲
之
の
行
書
を
習
う
と
す
れ
ば
、
聖
教
序
を
習
っ
た
可
能
性
が
最
も
強
い
。
当
時
日
本

に
聖
教
序
が
渡
っ
て
い
た
こ
と
は
、
記
録
に
は
な
い
け
れ
ど
も
、
十
分
に
可
能
で
あ

る
」
と
い
わ
れ
る
点
で
あ
る
が
、「
集
王
聖
教
序
」
は
そ
の
成
立
の
由
来
か
ら
し
て
や
や

統
一
感
に
欠
け
、
個
々
の
文
字
の
風
韻
を
感
得
し
て
、
二
帳
の
書
と
対
比
す
る
の
は
な

挿図１３ 爪工家麻呂筆「写後経所解案」

挿図１４ 屏風花氈等帳と歐陽詢の書の比較

（
注
２２
）

（
一
五
）

（１２４）



か
な
か
難
し
い
。
私
は
、
全
体
に
雰
囲
気
が
似
て
い
る
、
程
度
の
漠
然
た
る
感
想
を
抱

く
に
に
と
ど
ま
る
。

む
し
ろ
、
似
て
い
る
、
い
な
い
の
レ
ベ
ル
で
言
え
ば
、
王
羲
之
の
尺
牘
を
搨
模
し
た

「
喪
乱
帖
」（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
所
蔵
…
挿
図
１５
）
や
「
孔
侍
中
帖
」（
前
田
育
徳
会
所

蔵
「
搨
王
羲
之
書
」
。
国
宝
…
挿
図
１６
）
と
の
比
較
の
ほ
う
が
私
に
は
わ
か
り
や
す
い
。
二

帳
と
王
書
の
両
方
に
見
ら
れ
る
「
之
」「
感
」「
書
」
の
文
字
や
、
横
画
か
ら
折
り
返
し

て
左
払
い
に
繋
が
る
筆
の
動
き
な
ど
、
確
か
に
「
王
羲
之
の
書
」
を
学
ん
だ
も
の
と
感

じ
取
ら
れ
る
。
粗
笨
な
表
現
で
あ
る
が
、
私
に
は
、
全
体
の
雰
囲
気
や
気
脈
の
流
れ
と

で
も
い
う
べ
き
点
で
共
通
す
る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

以
上
、
主
と
し
て
「
似
て
い
る
こ
と
」
だ
け
を
頼
り
に
、
各
種
の
書
と
比
較
し
な
が

ら
献
物
帳
の
書
を
見
て
き
た
。
も
う
一
度
繰
り
返
す
と
、

国
家
珍
宝
帳
・
法
隆
寺
献
物
帳
…
…
…
…
智
永
「
真
草
千
字
文
」

種
々
薬
帳
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
陳
の
写
経
、隋
の
大
般
涅
槃
経
巻
十
七

屏
風
花
氈
等
帳
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
歐
陽
詢
の
楷
書

挿図１５ 王羲之「喪乱帖」

挿図１６ 王羲之「孔侍中帖」

（
一
六
）

（１２３）



大
小
王
真
跡
帳
・
藤
原
公
真
跡
屏
風
帳
…
王
羲
之
の
行
書

の
よ
う
に
ひ
と
ま
ず
総
括
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
は
、
確
定
さ
れ
た
事
実
と
は
と
て
も
言
え
な
い
が
、
な
お
先
に
進
も
う
。

次
に
は
、
大
き
く
は
一
連
の
奉
献
行
為
と
い
っ
て
よ
い
東
大
寺
（
お
よ
び
そ
の
他
の
諸

大
寺
）
へ
の
献
物
帳
に
、
か
く
も
多
彩
な
書
が
選
ば
れ
た
の
か
、
と
い
う
点
を
考
え
て

み
た
い
。
最
高
級
か
つ
き
わ
め
て
非
日
常
的
な
、
そ
し
て
ま
た
一
種
、
演
劇
的
と
さ
え

い
っ
て
よ
い
状
況
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
た
め
に
書
か
れ
た
「
書
」
に
お
い
て
、
書
法

の
選
択
が
、
重
要
な
意
味
を
持
た
な
か
っ
た
は
ず
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

四
、
類
似
の
意
味

４a

国
家
珍
宝
帳

ま
ず
国
家
珍
宝
帳
の
書
で
あ
る
が
、
諸
寺
に
先
駆
け
て
、
質
・
量
と
も
に
お
そ
ら
く

他
の
寺
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
最
重
要
の
献
物
に
際
し
て
、
こ
の
書
き
手
、
こ
の
書
風

が
選
ば
れ
て
い
る
こ
と
は
、
当
時
の
評
価
が
こ
れ
を
第
一
位
に
格
づ
け
て
い
た
こ
と
を

示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
珍
宝
帳
が
、
伝
智
永
筆
「
真
草
千
字
文
」
と
筆
意
・
結
体

の
面
で
酷
似
す
る
文
字
を
多
く
含
ん
で
、
い
わ
ば
そ
の
書
を
も
う
少
し
謹
直
に
し
た
よ

う
な
趣
を
そ
な
え
て
い
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
何
を
意
味
す
る
の
だ
ろ
う
か
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
智
永
は
王
羲
之
七
世
の
孫
で
、
そ
の
書
は
祖
風
を
よ
く
伝
え
た

と
評
さ
れ
る
。
そ
の
古
典
的
と
で
も
評
す
べ
き
端
正
さ
、
線
質
の
豊
か
さ
は
、
智
永
か

ら
遡
っ
て
王
羲
之
へ
と
流
れ
を
辿
り
う
る
特
徴
で
あ
ろ
う
。

奈
良
朝
に
お
い
て
羲
之
の
書
が
珍
重
さ
れ
た
こ
と
は
、
少
な
か
ら
ぬ
徴
証
に
照
ら
し

て
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
国
家
珍
宝
帳
と
の
直
接
の
関
連
で
い
え
ば
、
献
納
品
の
な
か

に
王
羲
之
の
書
を
搨
模
し
た
書
法
（
手
本
と
し
て
の
書
）
二
十
巻
が
見
え
る
こ
と
が
、
そ

れ
を
端
的
に
示
す
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
こ
の
中
に
は
二
〇
三
行
に
お
よ
ぶ
「
真
草
千

字
文
」
一
巻
も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
書
法
二
十
巻
は
、
平
安
初

（
八
二
〇
）

期
の
弘
仁
十
一
年
、
銭
と
引
き
換
え
に
す
べ
て
正
倉
院
か
ら
外
に
出
て
し
ま
っ
た
が
、

現
在
京
都
の
小
川
氏
蔵
に
帰
し
て
い
る
「
真
草
千
字
文
」（
伝
智
永
筆
）
が
、
献
物
帳
に

所
載
の
そ
れ
に
該
当
す
る
と
み
る
の
が
通
説
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
諸
所
の
蔵
に
帰
し

て
い
る
喪
乱
帖
・
孔
侍
中
帖
な
ど
の
搨
模
本
も
、
こ
の
献
物
帳
所
掲
の
品
の
一
部
に
相

当
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
国
家
珍
宝
帳
に
列
挙
さ
れ
る
書
法
二
十
巻
の
記
載
を
見
よ
う
（
挿
図
１７
）。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
国
家
珍
宝
帳
に
所
載
の
二
十
巻
は
、
六
十
巻
（
あ
る
い
は
そ
れ
以

上
）
か
ら
な
る
搨
模
本
に
よ
る
王
羲
之
書
学
大
系
と
で
も
い
う
べ
き
セ
ッ
ト
（
紺
綾
�

と
紫
檀
軸
の
仕
立
て
が
共
通
す
る
。
ほ
か
に
扇
書
一
巻
を
添
え
る
の
も
常
例
）
の
一
部
、
お

そ
ら
く
第
一
帙
と
第
六
帙
（
巻
五
十
七
欠
）
の
二
帙
分
だ
け
が
伝
わ
っ
た
不
完
全
な
セ

ッ
ト
で
あ
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

さ
て
、
六
十
巻
の
セ
ッ
ト
で
あ
っ
た
と
し
た
場
合
、
こ
こ
に
見
え
な
い
残
り
四
十
一

巻
は
ど
う
な
っ
た
か
、
と
い
う
点
を
内
藤
乾
吉
氏
は
問
題
に
し
て
い
る
。
氏
は
、
こ
れ

ら
も
「
と
も
に
輸
入
さ
れ
て
い
た
が
、
何
か
の
理
由
で
分
割
さ
れ
て
、
献
物
の
中
に
入

ら
な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
」
と
述
べ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
二
通
り
の
考
え
が
成
立
す
る
。
一
つ
は
、
内
藤
説
の
よ
う
に

分
割
を
想
定
す
る
案
で
、
さ
ら
に
細
か
く
考
え
れ
ば
、
宮
廷
に
保
留
、
他
所
へ
の
分
納

と
い
う
二
つ
の
場
合
が
あ
る
。

（
注
２４
）

（
注
２５
）

（
注
２６
）

（
注
２７
）

（
注
２３
）

（
一
七
）
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宮
廷
に
保
留
さ
れ
た
、
と
い
う
可
能
性
は
ど
う
か
。
全
般
的
傾
向
と
し
て
、
国
家
珍

宝
帳

十
七
箇
寺
へ
の
献
物

屏
風
花
氈
等
帳
、
と
い
う
献
物
の
過
程
で
、
主
要

な
品
の
奉
献
は
ほ
ぼ
終
わ
っ
た
と
見
た
い
。
と
く
に
書
法
に
つ
い
て
は
、
天
平
宝
字
二

年
の
大
小
王
真
跡
帳
が
、
こ
の
「
書
法
」
が
「
遺
っ
て
筐
底
に
在
」
っ
た
の
を
追
納
し

た
と
述
べ
て
い
る
点
か
ら
見
て
、
天
平
勝
宝
八
歳
の
時
点
で
基
本
的
に
は
全
て
奉
献
さ

れ
た
と
判
断
し
て
も
よ
か
ろ
う
。

他
所
へ
の
分
納
と
い
う
こ
と
で
は
、『
続
日
本
紀
』
天
平
勝
宝
八
歳
八
月
乙
酉
条
に

「
近
江
朝
の
書
法
一
百
巻
を
以
て
崇
福
寺
へ
施
入
せ
し
む
」
と
い
う
記
事
が
参
考
例
と

な
る
。
一
連
の
宝
物
献
納
の
こ
と
が
あ
っ
た
天
平
勝
宝
八
歳
以
前
の
状
況
を
う
か
が
わ

せ
る
史
料
と
し
て
は
、
天
平
十
九
年
二
月
十
一
日
の
『
大
安
寺
伽
藍
縁
起
并
流
記
資
財

帳
』
に
、
経
律
論
疏
章
伝
な
ど
の
仏
典
の
後
に
「
書
法
一
巻
」
と
あ
る
の
を
見
る
く
ら

い
で
あ
る
が
、
こ
の
例
か
ら
推
定
す
る
に
、
諸
大
寺
ク
ラ
ス
で
も
所
蔵
す
る
量
は
さ
ほ

ど
多
く
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
東
大
寺
へ
の
王
羲
之
書
法
二
十
巻
の
献
納
に
と
も

な
っ
て
、
他
の
寺
に
も
、
分
割
献
納
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

右
と
異
な
る
第
二
の
考
え
方
は
、
国
家
珍
宝
帳
の
「
書
法
廿
巻
」
は
、
当
時
存
在
し

た
王
羲
之
書
法
の
ほ
と
ん
ど
全
て
に
相
当
し
た
、
と
み
る
も
の
で
あ
る
。

「
書
法
」
は
国
家
珍
宝
帳
願
文
に
見
え
る
と
お
り
、
独
立
し
た
一
群
と
意
識
さ
れ
て

お
り
、
法
隆
寺
に
は
御
帯
・
御
刀
子
・
青
木
香
が
献
納
さ
れ
て
い
る
が
、
書
法
の
奉
献

は
な
い
。
ま
た
同
時
期
の
奉
献
先
「
十
八
箇
寺
」
の
一
つ
と
推
定
さ
れ
る
弘
福
寺
に
納

め
ら
れ
た
品
も
、「
御
帯
等
」
と
見
え
る
の
で
、
同
様
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
東
大
寺

へ
の
献
物
は
、
他
の
寺
々
と
は
格
が
違
う
と
い
え
よ
う
が
、
そ
う
な
る
と
、
六
十
巻
の

セ
ッ
ト
が
伝
わ
っ
て
い
た
場
合
、
折
角
の
セ
ッ
ト
を
崩
し
て
ま
で
、
他
の
寺
々
と
分
け

挿図１７ 「書法廿巻」（国家珍宝帳）

（
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八
）
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五
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七
四
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）

（
注
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）
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合
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
か
、
全
て
を
東
大
寺
に
一
本
化
し
て
納
め
た
の
で
は
な

い
か
、
と
い
う
、
い
わ
ば
常
識
に
基
づ
く
判
断
で
あ
る
。

以
上
の
二
案
を
比
較
す
る
と
、
第
二
案
は
、
第
一
の
分
割
献
納
案
を
積
極
的
に
否
定

す
る
だ
け
の
根
拠
に
は
乏
し
い
。
し
か
し
逆
に
第
一
案
を
採
っ
て
、
他
所
に
献
納
さ
れ

た
分
が
別
に
あ
っ
た
と
考
え
て
も
、
第
二
案
の
骨
子
で
あ
る
、「
東
大
寺
献
納
分
が
、
日

本
に
伝
わ
っ
て
い
た
王
羲
之
書
法
の
中
心
的
な
部
分
を
占
め
て
い
た
」
こ
と
は
否
定
で

き
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

さ
ら
に
「
王
羲
之
書
法
廿
巻
」
の
内
訳
を
ま
と
め
る
と
、

草
書

巻
一
…
２５
行
、
巻
二
…
５０
行
、
巻
三
…
５０
行
、
巻
四
…
４０
行
、

巻
五
…
５４
行
、
巻
六
…
３０
行
、
巻
七
…
４６
行
、
巻
八
…
４４
行
、

巻
九
…
４５
行
、
巻
十
…
２５
行

行
書

巻
五
十
六
…
４１
行
、
巻
六
十
…
３７
行

（
真
書
？
）

巻
五
十
一
…
真
草
千
字
文
２０３
行

巻
五
十
二
…
３７
行
、
巻
五
十
三
…
２１
行
、
巻
五
十
四
…
２１
行
、

巻
五
十
五
…
２５
行
、
巻
五
十
八
…
３５
行
、
巻
五
十
九
…
２５
行

特
殊
な
書
法

扇
書
…
２０
行

と
い
う
結
果
と
な
る
。

こ
の
中
で
、
題
名
で
呼
ば
れ
る
の
は
巻
五
十
一
「
真
草
千
字
文
」
た
だ
一
つ
で
あ
る

が
、
分
量
的
に
も
他
を
圧
倒
し
て
お
り
、
こ
の
巻
以
外
は
尺
牘
・
法
帖
な
ど
の
断
片
的

な
作
品
の
集
成
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
の
う
ち
の
十
三
巻
に
は
、
草

書
・
行
書
・
扇
書
と
種
類
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
う
な
る
と
、
残
り
六
巻
（
巻
五
十
二
〜
五
十
五
、
五
十
八
、
五
十
九
）
は
、
い
ち

お
う
真
書
を
中
心
と
す
る
と
い
う
解
釈
も
成
立
し
う
る
が
、
逆
に
「
真
書
」
と
明
記
し

な
い
こ
と
か
ら
、
真
・
行
・
草
と
一
括
し
て
呼
べ
な
い
、
種
々
の
書
が
混
在
し
た
帖
で

あ
る
と
い
う
見
方
も
で
き
る
だ
ろ
う
。
現
在
知
ら
れ
る
王
羲
之
の
書
の
傾
向
と
、
千
字

文
に
は
「
真
草
」
と
冠
し
て
い
る
点
か
ら
み
て
、
私
は
後
者
を
と
り
た
い
。

以
上
、
推
定
を
重
ね
た
結
果
で
は
あ
る
が
、
王
羲
之
の
真
書
を
東
大
寺
に
献
納
に
な

っ
た
も
の
か
ら
選
ぶ
と
な
る
と
、
ま
と
ま
っ
た
も
の
で
は
、
千
字
文
の
真
書
が
ま
ず
第

一
に
挙
げ
ら
れ
、
そ
れ
以
外
に
ほ
と
ん
ど
拠
る
べ
き
も
の
は
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

こ
う
述
べ
る
と
、
王
羲
之
の
細
楷
の
名
品
と
称
せ
ら
れ
た
楽
毅
論
は
ど
う
か
、
と
い

う
疑
問
が
呈
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
献
納
品
目
に
光
明
皇
后
自
筆
の
楽
毅
論
一
巻
が
含

ま
れ
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
手
本
と
な
っ
た
「
楽
毅
論
」
は
、

献
納
品
目
の
中
に
は
見
当
た
ら
な
い
。
も
し
献
納
さ
れ
て
い
た
ら
、
当
然
題
名
が
明
記

さ
れ
た
で
あ
ろ
う
し
、
列
挙
さ
れ
た
中
に
、
光
明
皇
后
筆
４４
行
や
余
清
斎
帖
４２
行
の

「
楽
毅
論
」
行
数
に
該
当
す
る
真
書
の
書
法
は
存
在
し
な
い
。
他
に
も
聖
武
天
皇
筆

『
雑
集
』
や
光
明
皇
后
筆
『
杜
家
立
成
』
な
ど
の
手
本
に
な
っ
た
書
が
宮
廷
に
は
秘
蔵

さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
ら
は
「
書
法
」
と
は
自
ず
か
ら
別
の
範
疇
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。
書
法
か
ら
は
、
多
く
の
模
本
が
作
ら
れ
、
書
学
の
普
及
に
資
せ
ら
れ
た

（
注
２９
）

（
一
九
）

（１２０）



の
に
較
べ
、
こ
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
奥
向
き
の
書
は
、
そ
こ
か
ら
一
般
に
広
が
る
こ
と

は
余
り
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
こ
で
、
先
の
書
に
つ
い
て
の
観
察
に
基
づ
き
、
国
家
珍
宝
帳
と
「
真
草
千
字
文
」

と
の
書
風
の
類
似
を
認
め
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
珍
宝
帳
の
筆
者
が
、
書
の
第
一

位
に
王
羲
之
の
楷
書
を
置
い
た
結
果
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
直
接
に
は
、
献
納
品
目

の
中
の
「
真
草
千
字
文
」
そ
の
も
の
に
影
響
を
受
け
、
そ
の
書
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら

書
い
た
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

４b

種
々
薬
帳

種
々
薬
帳
の
書
の
意
味
を
考
え
る
う
え
で
、
一
番
の
問
題
に
な
る
の
は
、
国
家
珍
宝

帳
と
同
じ
六
月
二
十
一
日
の
日
付
を
持
ち
な
が
ら
、
趣
を
大
き
く
異
に
し
て
い
る
点
で

あ
ろ
う
。
先
に
３b
で
は
「
書
の
基
層
部
分
の
構
造
に
通
底
す
る
も
の
が
あ
る
」
と
述
べ

た
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
差
異
の
ほ
う
に
注
目
す
る
。
当
然
、
そ
こ
に
は
何
か
意
味
が
あ

る
に
違
い
な
い
と
考
え
る
わ
け
で
あ
る
。

前
述
２b
・
３b
の
神
田
・
東
野
・
魚
住
氏
ら
に
よ
る
指
摘
を
そ
の
ま
ま
承
け
る
な
ら
ば
、

「
こ
の
時
期
に
、
な
ぜ
、
か
よ
う
な
古
風
な
書
が
採
用
さ
れ
た
の
か
」
と
い
う
設
問
Ａ

を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、
私
見
で
、
隋
代
写
経
の
「
大
般
涅
槃
経
」

巻
十
七
を
新
た
な
基
準
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
付
け
加
え
た
。
隋
朝
は
北
朝
の
出
身
で
は
あ

る
が
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
文
化
的
に
は
む
し
ろ
南
朝
の
貴
族
文
化
が

時
代
の
主
流
を
な
し
た
こ
と
を
思
え
ば
、
陳
の
写
経
と
隋
の
写
経
に
通
底
す
る
要
素
と

し
て
、
端
的
に
言
え
ば
南
朝
的
な
書
風
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
出
て
く
る
。
そ
う
な

る
と
時
期
差
の
問
題
以
上
に
、「
な
ぜ
南
朝
風
の
書
が
採
用
さ
れ
た
の
か
」
と
い
う
新
た

な
設
問
Ｂ
の
ほ
う
が
よ
り
本
質
的
な
問
い
か
け
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

こ
れ
と
な
ら
ん
で
重
要
な
の
は
、
種
々
薬
帳
の
本
文
・
日
付
と
末
尾
の
位
署
書
と
は

別
筆
、
し
か
も
国
家
珍
宝
帳
の
位
署
書
と
同
筆
で
あ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
事
実
は
、

関
根
真
隆
氏
が
指
摘
さ
れ
た
と
お
り
、
薬
帳
の
本
文
だ
け
が
ど
こ
か
別
の
場
所
で
書
か

れ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
。
国
家
珍
宝
帳
の
場
合
に
つ
い
て
、
献
物
帳
の
書
写
が
、
宝
物

そ
の
も
の
を
管
理
す
る
現
場
と
密
接
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
を
、
関
根
氏
は
鏡
の
題

箋
を
例
に
挙
げ
て
証
明
し
た
が
、
私
は
、
種
々
薬
帳
の
場
合
に
も
想
定
し
て
よ
い
の
で

は
と
思
う
。

種
々
薬
帳
の
記
載
に
お
け
る
薬
物
の
配
列
を
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

第
一
櫃

薬
物
二
十
八
種
（
麝
香
〜
赤
石
脂
）

第
二
櫃

薬
物
八
種
（
鍾
乳
床
〜
呵
梨
勒
）

第
三
〜
五
櫃

桂
心

第
六
〜
八
櫃

芫
花

第
九
〜
十
一
櫃

人
参

第
十
二
〜
十
四
櫃

大
黄

第
十
五
〜
十
六
櫃

臈
蜜

第
十
七
〜
十
九
櫃

甘
草

第
二
十
櫃

薬
物
十
六
種
（
芒
消
〜
内
薬
）

第
二
十
一
櫃

狼
毒
・
冶
葛

最
初
の
二
櫃
ま
で
に
献
納
薬
物
六
十
種
の
過
半
に
あ
た
る
三
十
六
種
を
納
め
、
次
い

で
量
目
の
多
い
桂
心
〜
甘
草
を
配
し
、
最
後
の
二
櫃
に
は
壷
・
�
・
合
子
に
入
っ
た
薬

（
二
〇
）

（
注
３３
）

（
注
３０
）

（
注
３１
）

（
注
３２
）

（１１９）



物
を
置
く
。
筆
頭
に
は
貴
重
な
薬
種
で
あ
る
麝
香
・
犀
角
を
据
え
、
最
後
の
第
二
十
一

櫃
は
、
毒
性
の
強
い
も
の
を
隔
離
し
て
お
く
な
ど
の
点
か
ら
見
て
、
こ
れ
は
単
に
収
納

の
便
を
図
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
薬
学
の
体
系
的
な
知
識
に
基
づ
く
納
置
方
法
だ
っ
た

と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
の
薬
物
の
セ
ッ
ト
は
、
聖
武
天
皇
崩
御
後
、
献
納
の
発
意
に

よ
っ
て
新
た
に
編
成
さ
れ
、
そ
の
作
業
と
並
行
し
て
薬
帳
が
書
か
れ
た
と
見
る
の
が
自

然
で
あ
る
。

薬
物
に
つ
い
て
は
、
も
う
一
つ
注
目
し
て
お
き
た
い
事
実
が
あ
る
。
薬
物
に
は
、
そ

れ
に
付
属
し
て
袋
・
裹
が
宝
庫
に
現
存
す
る
場
合
が
あ
り
、
そ
こ
に
は
薬
名
・
斤
量
な

ど
の
銘
記
が
あ
る
も
の
が
多
い
。
記
載
は
、
献
納
時
の
記
載
に
、
弘
仁
・
斉
衡
の
各
曝

涼
ほ
か
、
特
定
時
点
で
の
量
目
の
変
化
を
書
き
加
え
て
い
く
や
り
方
が
基
本
で
あ
る
が
、

献
納
当
初
の
書
き
入
れ
に
は
、
そ
の
包
み
自
体
に
も
言
及
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
品
目

の
あ
と
に
包
み
の
種
類
を
書
い
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
記
載
で
は
「
袋
」・「
�
」・
無

記
載
の
三
種
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
が
、
現
物
と
比
較
す
る
と
、「
袋
」
は
現
在
の
袋

形
式
の
も
の
に
限
っ
て
用
い
ら
れ
、
一
枚
物
で
風
呂
敷
形
式
の
包
み
は
「
�
」
ま
た
は

無
記
載
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
使
用
さ
れ
た
素
材
を
観
察
す
る
と
、
共
通
す
る
織
り
傷

か
ら
明
ら
か
に
同
裂
と
見
ら
れ
る
例
が
い
く
つ
も
見
つ
か
り
、
こ
れ
ら
包
み
類
は
、
白

布
や
�
の
反
物
を
現
場
に
持
ち
込
み
、
薬
の
形
や
嵩
に
合
わ
せ
て
、
端
か
ら
裁
っ
て
は

包
ん
だ
り
袋
に
仕
立
て
た
り
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
り
、
包
み
の
銘
は
現
場
と
密
接
な

つ
な
が
り
を
も
つ
、
と
判
定
で
き
る
。

と
こ
ろ
が
、
種
々
薬
帳
は
そ
の
違
い
に
ふ
れ
ず
、
一
律
に
「
袋
」
と
表
現
す
る
。
こ

の
事
実
か
ら
推
測
す
る
と
、
薬
帳
は
、
上
記
の
現
場
の
様
子
を
知
ら
な
か
っ
た
か
、
あ

る
い
は
無
視
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
点
に
対
す
る
解
釈
で
あ
る
が
、
私
は
、
�
薬
学
的
知
識
を
も
ち
、
か
つ
�
現
場

と
は
や
や
距
離
を
置
い
て
い
る
、
と
い
う
点
か
ら
、
こ
の
献
納
に
あ
た
っ
て
の
ブ
レ
ー

ン
層
の
な
か
に
書
き
手
を
求
め
る
こ
と
で
、
右
の
点
を
理
解
し
た
い
。
言
う
ま
で
も
な

く
、
こ
の
薬
物
に
関
し
て
、
豊
富
な
知
識
に
よ
っ
て
多
大
な
貢
献
を
し
た
の
が
、
唐
か

ら
来
朝
し
た
鑑
真
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
鑑
真
を
中
心
に
し
た
渡
来
僧
グ
ル
ー
プ
を

想
定
し
、「
種
々
薬
帳
の
書
き
手
」
を
そ
の
範
囲
に
絞
っ
て
考
え
た
い
の
で
あ
る
。

鑑
真
の
出
身
地
、
揚
州
は
、
南
朝
歴
代
の
旧
都
か
ら
近
く
、
ま
た
彼
に
随
行
し
て
来

日
し
た
僧
た
ち
も
、
止
住
し
た
寺
が
現
在
の
浙
江
・
福
建
・
広
東
・
広
西
に
分
布
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
大
き
く
言
え
ば
江
南
方
面
の
出
身
者
が
多
か
っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ

る
。
い
わ
ば
南
朝
貴
族
文
化
の
正
統
を
受
け
継
ぐ
知
識
階
級
の
書
が
、
献
物
の
経
緯
や

内
容
に
最
も
相
応
し
い
書
と
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
よ
う
。「
こ
の
時
期
に
こ
の
古
風

な
書
」、
と
い
う
書
風
の
謎
は
、「
北
朝
風
の
影
響
を
受
け
て
も
お
か
し
く
な
い
こ
の
時

期
に
、
南
朝
風
の
際
立
っ
た
書
」
と
解
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。
た
だ
、
唐
人
の

筆
と
い
う
こ
と
は
直
接
証
明
し
が
た
い
の
で
、
右
の
よ
う
な
成
立
事
情
を
想
定
し
な
が

ら
、
結
論
と
し
て
は
、
鑑
真
ゆ
か
り
の
書
風
が
選
ば
れ
た
、
と
い
う
に
止
め
て
お
く
。

４c

屏
風
花
氈
等
帳

１c
で
述
べ
た
よ
う
に
、
屏
風
花
氈
等
帳
に
載
せ
る
歐
陽
詢
の
真
跡
書
屏
風
以
下
の

品
々
が
献
納
さ
れ
た
の
は
、
国
家
珍
宝
帳
・
種
々
薬
帳
か
ら
一
月
余
り
を
隔
て
た
七
月

二
十
六
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
中
に
は
、
銀
平
脱
�
箱
に
納
め
た
阮
咸
・
琴
・
筝

・
琵
琶
・
五
絃
琵
琶
の
絃
の
よ
う
な
、
明
ら
か
な
献
納
漏
れ
の
追
加
（
右
の
楽
器
は
い
ず

（
注
３４
）

（
注
３５
）

（
二
一
）

（１１８）



れ
も
国
家
珍
宝
帳
記
載
の
品
目
中
に
み
え
る
）
も
含
ま
れ
る
が
、
全
体
の
趣
旨
は
、
か
つ
て

関
根
真
隆
氏
が
指
摘
さ
れ
た
と
お
り
、
各
寺
へ
の
献
納
が
終
わ
っ
た
後
の
、
最
終
整
理

の
意
味
を
持
つ
献
納
で
あ
ろ
う
。
関
根
氏
は
、
花
氈
が
六
十
床
と
多
い
こ
と
に
注
目
し
、

履
き
物
十
両
と
あ
わ
せ
て
「
足
も
と
の
物
が
多
量
に
奉
献
さ
れ
た
」
と
説
明
さ
れ
た
が
、

筆
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
屏
風
二
具
、
銀
薫
炉
、
最
後
の
青
斑
鎮
石
ま
で
含
め
て
、
全
体
を

「
調
度
」
の
語
で
括
っ
て
も
誤
り
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
憶
測
す
れ
ば
、
東
大
寺
に
始
ま

る
宝
物
奉
献
（
法
隆
寺
献
物
帳
に
い
う
十
八
箇
寺
）
の
間
、
宝
物
を
一
時
収
納
し
て
い
た

ス
ペ
ー
ス
の
調
度
が
、
そ
の
役
割
を
終
え
て
献
納
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な

い
。と

も
あ
れ
、
こ
の
中
で
は
最
初
の
歐
陽
詢
の
真
跡
書
屏
風
が
、
飛
び
抜
け
て
格
の
高

い
品
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。
屏
風
花
氈
等
帳
の
書
が
、
歐
陽
詢
の
書

に
近
い
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
、
献
物
の
内
容
に
相
応
し
い
書
と
し

て
、
選
択
が
働
い
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
る
。

４d

大
小
王
真
跡
帳

天
平
宝
字
二
年
六
月
一
日
の
大
小
王
真
跡
書
一
巻
の
献
納
は
、
天
平
勝
宝
八
歳
六
〜

七
月
に
行
わ
れ
た
献
納
（
１a
・
１b
・
１c
・
１f
）
と
は
、
独
立
し
た
も
の
と
考
え
る
。

こ
の
献
物
帳
の
場
合
、
そ
の
内
容
に
も
っ
と
も
相
応
し
い
と
考
え
ら
れ
た
の
は
、
王

羲
之
の
書
に
倣
う
こ
と
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
４c
の
屏
風
花
氈
等
帳
と
全

く
同
じ
で
あ
ろ
う
。
王
羲
之
の
書
と
い
え
ば
、
４a

国
家
珍
宝
帳
の
よ
う
に
、
そ
の
真
書

に
就
く
と
い
う
行
き
方
も
あ
っ
た
が
、
行
書
が
選
ば
れ
た
の
は
、
そ
れ
が
一
般
的
に
王

法
の
神
髄
と
称
さ
れ
る
こ
と
に
止
ま
ら
ず
、
直
接
に
は
献
納
さ
れ
た
真
跡
書
そ
の
も
の

に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、「
大
小
王
真
跡
書
一
巻
」
の
注
記
に
は
、「
黄
半
紙
（
通
常
の
横
長
の
料
紙

お
も
て

に
対
し
て
、
そ
の
半
截
サ
イ
ズ
の
料
紙
を
い
う
か
）、
面
に
大
王
の
書
九
行
七
十
七
字
あ
り
、

は

つ
つ
み

背
に
小
王
の
書
十
行
九
十
九
字
あ
り
。
両
端
に
青
褐
紙
を
黏
る
。
ま
た
胡
桃
褐
紙
の
裹
。

紫
綺
の
帯
、
水
精
の
軸
を
着
く
」
と
あ
り
。
表
裏
と
も
平
均
的
な
一
行
で
九
〜
一
〇
字

ほ
ど
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
字
数
は
、
楷
書
の
作
品
と
し
て
は
考
え
に
く

く
、
王
羲
之
の
書
の
中
で
も
っ
と
も
珍
重
さ
れ
る
行
草
体
の
尺
牘
の
類
と
考
え
て
大
過

な
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

４e

藤
原
公
真
跡
屏
風
帳

最
後
の
藤
原
公
真
跡
書
屏
風
の
献
納
は
、
そ
の
前
の
大
小
王
真
跡
の
献
納
か
ら
四
ヶ

月
後
の
十
月
一
日
に
行
わ
れ
た
。

お
も
て

藤
原
不
比
等
の
真
跡
の
書
に
つ
い
て
は
、
献
物
帳
に
「
面
は
五
色
の
紙
。
真
、
草
、

く
さ
ぐ
さ

雑
の
書
有
り
」
と
あ
る
ほ
か
は
手
が
か
り
が
な
い
。
不
比
等
が
王
羲
之
を
学
ん
だ
可

能
性
自
体
は
、
当
時
の
貴
族
層
に
お
け
る
王
法
尊
重
の
風
潮
や
、
娘
の
光
明
皇
后
が
楽

毅
論
を
学
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
考
え
て
、
決
し
て
低
い
も
の
で
は
な
い
が
、
先
に
検
討

し
た
４a
〜
４d
の
例
と
同
じ
よ
う
な
状
況
証
拠
を
用
い
て
、
不
比
等
の
書
そ
の
も
の
が
範

と
な
っ
た
こ
と
を
証
明
す
る
の
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
３d
・
３e
で
検
討
し
た

よ
う
に
、
今
回
に
限
っ
て
、
大
小
王
真
跡
帳
と
同
一
人
に
よ
っ
て
同
一
書
風
で
書
か
れ

て
い
る
事
実
に
注
目
す
る
ほ
う
が
生
産
的
と
い
え
よ
う
。

こ
の
回
の
献
納
は
、
藤
原
公
真
跡
書
屏
風
の
奉
献
が
、
前
回
の
大
小
王
真
跡
書
に
対

置
す
べ
き
価
値
を
も
つ
、
と
い
う
強
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
籠
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ

（
二
二
）

（
注
３６
）
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の
「
対
」
を
な
す
要
素
の
核
と
な
る
の
は
、「
先
帝
の
玩
好
」
／
「
妾
の
珍
財
」
と
し
て

並
び
立
つ
奉
献
品
そ
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
天
皇
家
／
藤
原
氏
と
い
う
、
系
譜
上
の
正
統
性
意
識
の
象
徴
と
と
ら
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
大
小
王
真
跡
帳
が
「
勅
」
と
書
き
起
こ
し
た
う
え
で
「
東
大

寺
に
献
ず
」
と
す
る
の
に
対
し
て
、
藤
原
公
真
跡
屏
風
帳
が
あ
え
て
「
勅
」
と
せ
ず
に

「
東
大
寺
に
献
ず
」
と
書
く
の
は
、
双
方
を
こ
の
局
面
に
お
い
て
対
等
の
地
位
に
置
こ

う
と
す
る
意
識
の
表
出
と
見
ら
れ
る
。
天
皇
家
（
王
権
）
と
藤
原
氏
、
そ
し
て
双
方
の
融

合
し
た
国
家
（
政
権
）
と
仏
教
（
東
大
寺
）
と
い
う
関
係
は
、
常
に
微
妙
な
緊
張
関
係
を

孕
ん
で
お
り
、
こ
れ
は
献
物
帳
全
体
に
通
底
す
る
モ
チ
ー
フ
と
な
っ
て
い
る
が
、

「
書
」
の
問
題
か
ら
は
離
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。
と
も

か
く
、
こ
の
二
つ
の
要
素
の
対
比
が
、
二
つ
の
献
物
帳
の
基
調
を
な
し
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

た
と
え
ば
、
な
ぜ
料
紙
が
縹
（
青
）／
白
と
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
直

ち
に
想
起
さ
れ
る
の
が
、
陰
陽
五
行
説
に
お
け
る
色
の
配
当
で
あ
る
。
五
行
説
で
は
青

／
白
は
、
東
に
対
す
る
西
と
な
り
、
両
者
は
対
を
な
す
こ
と
に
な
る
。
な
お
飛
躍
す
る

な
ら
、
東
王
父
／
西
王
母
の
連
想
を
通
じ
て
、
聖
武
天
皇
／
光
明
皇
后
に
直
結
で
き
る

の
か
も
知
れ
な
い
が
、
そ
こ
ま
で
述
べ
る
た
め
に
は
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
「
東
」

「
西
」
の
意
味
が
明
ら
か
に
な
る
の
を
待
た
ね
ば
な
ら
ず
、
こ
こ
で
は
保
留
し
た
い
。

ま
た
、
献
納
の
時
期
も
、
こ
の
「
対
」
の
意
識
を
い
く
ら
か
反
映
し
て
い
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
季
節
的
に
、
青
／
白
に
対
応
す
る
の
は
、
春
／
秋
で
あ
る
。「
六
月
一

日
」
／
「
十
月
一
日
」
と
は
合
致
せ
ず
（
夏
／
冬
と
な
る
）、
ま
た
こ
れ
が
実
際
の
献
納
の

月
日
で
あ
る
以
上
は
、
無
理
に
解
釈
の
枠
に
流
し
込
む
必
要
も
な
い
が
、
一
年
の
前
半

と
後
半
と
い
う
く
ら
い
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
た
か
も
知
れ
な
い
。
そ
う
思
う
と
、
ど
ち

ら
も
「
一
日
」
付
け
な
の
も
、
多
少
の
操
作
が
あ
っ
た
か
と
疑
い
た
く
も
な
る
。

し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
現
実
に
青
／
白
の
料
紙
が
選
択
さ
れ
た
の
で
あ
る
か

ら
、
理
屈
は
一
つ
あ
れ
ば
十
分
で
あ
る
。
重
視
し
た
い
の
は
、「
一
対
」
の
意
識
が
あ
っ

た
、
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
意
識
を
前
面
に
出
す
た
め
に
は
、
両
者
の
差

異
が
際
立
つ
フ
ラ
ッ
ト
な
背
景
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
に
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
全
般
に

強
い
規
制
力
を
も
つ
「
書
」
の
面
で
は
、
あ
え
て
前
回
の
大
小
王
真
跡
帳
と
同
じ
書
風

が
選
ば
れ
た
も
の
と
見
た
い
。

４f

法
隆
寺
献
物
帳

国
家
珍
宝
帳
と
同
一
筆
者
の
手
に
な
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
こ
れ
は
、
珍
宝

帳
に
よ
る
東
大
寺
へ
の
献
物
と
法
隆
寺
へ
の
献
物
が
一
連
の
も
の
で
あ
る
以
上
は
む
し

ろ
当
然
で
あ
ろ
う
。
４e
と
同
じ
く

「
あ
え
て
前
回
と
同
じ
」
と
い
う
ほ
ど
強
く
は
意

識
さ
れ
な
か
っ
た
に
せ
よ

書
に
つ
い
て
は
同
一
平
面
上
に
お
か
れ
た
と
言
っ
て

よ
い
。
な
お
憶
測
す
れ
ば
、
今
は
知
ら
れ
な
い
他
の
十
六
箇
寺
へ
の
献
物
帳
も
、
同
じ

筆
者
が
書
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ま
と
め
と
展
望

以
上
、
法
隆
寺
献
物
帳
を
含
め
た
六
度
の
献
納
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
ど
の
回
を

見
て
も
、
常
に
品
目
が
意
識
さ
れ
、
そ
の
内
容
に
ふ
さ
わ
し
い
書
法
が
配
さ
れ
た
こ
と

が
看
て
取
れ
る
。
さ
ら
に
、
献
物
帳
の
書
に
つ
い
て
言
え
ば
、
実
際
に
筆
を
取
る
際
、

（
注
３７
）

（
注
３８
）
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「
ど
の
よ
う
に
書
く
か
」
を
決
め
る
指
針
と
し
て
、
核
と
な
る
現
実
の
書
が
存
在
し
た

の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
仮
説
を
立
て
た
う
え
で
、「
手
本
と
し
て
実
見
し
た
可
能
性

が
高
い
書
」「
そ
の
書
を
書
き
え
た
書
き
手
」
な
ど
の
存
在
を
指
摘
し
て
み
た
。
も
ち
ろ

ん
「

を
学
ん
だ
」
と
い
う
言
い
方
で
表
現
さ
れ
る
よ
う
な
書
の
受
容
の
あ
り
方
に

つ
い
て
、
そ
の
奥
行
き
・
広
が
り
を
軽
視
す
る
も
の
で
は
な
い
。

献
物
帳
は
、
書
と
し
て
は
当
代
一
流
の
書
き
手
の
手
に
な
り
、
そ
の
達
成
度
の
高
さ

は
間
違
い
な
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
こ
で
創
造
性
が
自
由
に
発
揮
さ
れ
、
存
分
に
趣
向

が
凝
ら
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
逆
に
、
あ
る
べ
き
姿
が
初
め
か
ら
決
め
ら
れ
、

書
き
手
は
匿
名
の
ま
ま
、
そ
こ
か
ら
逸
脱
す
る
こ
と
な
く
書
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

筆
記
試
験
（
試
字
）
を
行
っ
た
上
で
書
き
手
を
採
用
し
、
個
々
に
は
多
様
な
書
き
癖
を

含
み
な
が
ら
全
体
と
し
て
統
一
性
の
高
い
書
風
に
ま
と
ま
る
写
経
な
ど
は
、
こ
の
よ
う

な
書
の
あ
り
方
を
示
す
典
型
的
な
例
と
い
え
よ
う
が
、
他
に
も
光
明
皇
后
の
「
楽
毅

論
」
や
王
羲
之
の
「
書
法
」
に
象
徴
さ
れ
る
臨
書
の
盛
行
な
ど
は
、
同
じ
傾
向
を
示
す
。

こ
れ
が
、
奈
良
時
代
中
葉
に
お
い
て
、
人
々
が
「
書
く
行
為
」
に
真
剣
に
向
き
合
う
と

き
の
態
度
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
書
は
い
ま
だ
自
由
に
個
性
を
盛
る
器
と
は
認
識
さ
れ

て
お
ら
ず
、
こ
の
意
味
で
専
門
の
書
家
は
未
成
立
で
あ
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
書
の
あ
り

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

方
の
極
相
に
あ
る
の
が
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
献
物
帳
で
あ
っ
た
。

最
後
に
、
こ
の
時
期
以
降
の
書
の
歴
史
に
つ
い
て
、
大
ま
か
な
見
通
し
だ
け
を
述
べ

て
お
き
た
い
。

こ
こ
ま
で
書
が
対
象
に
密
着
し
す
ぎ
た
状
態
に
な
る
と
、
や
が
て
息
苦
し
さ
が
極
に

達
し
、
無
意
識
の
う
ち
に
ど
こ
か
に
「
あ
そ
び
」
を
求
め
た
り
、
殻
を
破
ろ
う
と
す
る

動
き
が
出
て
く
る
。
例
え
ば
、
献
物
帳
で
も
、
最
後
の
二
巻
に
な
る
と
印
の
押
し
方
な

ど
に
弛
み
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
を
仲
麻
呂
の
専
横
を
背
景
に
、
御
璽
を
な
い
が
し
ろ
に

す
る
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
と
解
す
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
書
が
対
象
に
即
し
す
ぎ
て
い
る

こ
と
へ
の
反
動
に
よ
っ
て
そ
れ
が
一
層
助
長
さ
れ
た
と
解
す
る
余
地
も
残
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
書
に
は
、
新
た
な
動
き
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
は
、
天
平
宝
字
四
年
七
月
二
十
三
日
の
藤
原
仲
麻
呂
自
筆
の
東
大
寺
封
戸
処

分
勅
書
（
中
倉
１４
…
挿
図
１８
）、
同
七
年
三
月
十
日
の
道
鏡
状
（
正
集
第
七
巻
第
８
紙
…
挿

図
１９
）
を
取
り
上
げ
よ
う
。
前
者
は
、
東
大
寺
に
施
入
さ
れ
た
封
戸
の
用
途
別
配
分
を

定
め
た
勅
を
、「
大
師
従
一
位
藤
原
恵
美
朝
臣
」
の
署
名
に
い
た
る
ま
で
全
文
自
筆
で
書

い
た
も
の
で
、
右
肩
上
が
り
の
癖
の
強
い
筆
致
で
書
き
、
天
皇
御
璽
が
全
面
に
押
し
て

あ
る
。
後
者
の
道
鏡
の
書
は
、
宣
を
う
け
て
写
経
を
命
じ
た
も
の
で
、
内
容
は
特
記
す

る
ほ
ど
の
こ
と
は
な
い
が
、
料
紙
・
墨
が
と
も
に
非
常
に
珍
し
く
、
き
め
が
非
常
に
細

か
い
、
填
料
を
多
く
漉
き
込
ん
だ
マ
ッ
ト
ア
ー
ト
紙
風
の
高
級
な
料
紙
に
、
こ
れ
も
珍

し
い
青
み
の
強
い
墨
で
一
気
に
書
き
下
ろ
し
て
い
る
。

ど
ち
ら
も
、「
一
つ
手
前
の
段
階
」
を
想
定
す
る
と
、
た
だ
の
率
意
（
卒
意
）
で
は
筆

を
下
ろ
せ
な
い
状
況
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
書
き
手
が
同
じ
仲
麻
呂
・

道
鏡
だ
っ
た
と
し
て
も
、「
あ
る
べ
き
形
」
に
拠
り
所
を
求
め
、
そ
れ
を
規
範
と
し
て
、

学
ん
だ
通
り
の
文
字
を
慎
重
に
書
い
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
二
人
は
、
と
も
に
自

ら
の
力
に
恃
む
と
こ
ろ
が
大
で
あ
っ
た
た
め
か
、
い
つ
し
か
こ
の
枠
を
超
え
る
に
至
っ

た
の
で
あ
る
。
た
だ
、
全
て
を
二
人
の
個
性
に
帰
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
背
後
に
は
、

そ
れ
を
許
容
す
る
時
代
の
空
気
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

こ
こ
で
は
、
歴
史
上
の
ラ
イ
バ
ル
で
あ
っ
た
仲
麻
呂
と
道
鏡
の
二
人
に
託
し
て
述
べ

（
二
四
）
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挿図１８ 東大寺封戸処分勅書

挿図１９ 道鏡状
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た
が
、
こ
れ
は
、「
書
」
が
書
き
手
の
個
性
を
盛
る
器
と
な
り
う
る
こ
と
の
発
見
と
も
言

え
る
。
こ
の
よ
う
な
新
た
な
画
期
を
迎
え
る
た
め
に
は
、
日
本
人
が
文
字
と
出
会
い
、

習
熟
し
て
い
く
た
め
の
相
応
の
熟
成
期
間
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
八
世
紀
中
頃
を
待
た

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
私
は
考
え
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
こ
の
段
階
の

書
の
中
に
和
様
の
萌
芽
が
見
ら
れ
、
平
安
初
期
の
三
筆
に
連
な
る
流
れ

書
が
特

定
の
書
き
手
に
よ
る
作
品
と
し
て
成
立
す
る
端
緒
を
含
む
こ
と
は
、
む
し
ろ
当
然
で
あ

ろ
う
。

日
本
が
漢
字
と
出
会
っ
て
か
ら
数
世
紀
、
奈
良
時
代
に
お
い
て
「
書
」
は
、
ひ
と
つ

の
完
成
さ
れ
た
境
地
に
到
達
し
た
よ
う
に
も
見
え
る
。
が
、
少
し
見
方
を
ず
ら
し
て
い

え
ば
、「
日
本
の
書
道
史
」
は
な
が
い
前
史
を
閉
じ
、
や
っ
と
こ
こ
で
原
点
に
達
し
た
と

い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

注（
１
）
拙
稿
「
正
倉
院
文
書
」（『
岩
波
講
座
日
本
通
史
』
４

古
代
３
、
平
成
六
年
、
岩
波

書
店
）、
同
「
古
代
文
書
と
古
文
書
学
」（
皆
川
完
一
編
『
古
代
中
世
史
料
学
研
究
』
上

巻
、
平
成
十
年
、
吉
川
弘
文
館
）。

（
２
）
例
え
ば
、
日
本
古
文
書
学
会
編
『
日
本
古
文
書
学
論
集
』
１

総
論
�
（
昭
和
六
十

一
年
、
吉
川
弘
文
館
）
で
は
、「
書
風
、
墨
色
、
鑑
定
」
の
章
を
立
て
、
伊
木
寿
一
「
日

本
書
道
の
変
遷
」（
初
出
は
戦
前
版
の
『
岩
波
講
座
日
本
歴
史
』、
昭
和
十
年
）
を
収
録

す
る
。
こ
の
『
論
集
』
総
論
�
は
、
副
題
に
「
日
本
古
文
書
学
の
展
開
」
と
あ
る
こ
と

か
ら
判
明
す
る
よ
う
に
、
伊
木
論
文
は
、
半
ば
学
史
的
価
値
に
よ
っ
て
収
録
さ
れ
た
も

の
で
、
同
書
解
説
も
「
書
道
史
に
関
す
る
著
作
、
論
文
は
近
年
か
な
り
の
量
に
上
る
が
、

古
文
書
学
側
か
ら
書
か
れ
た
も
の
は
相
変
わ
ら
ず
乏
し
い
」
と
述
べ
る
。
そ
の
後
、
現

在
に
至
る
ま
で
、
状
況
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
書
道
史
で
は
優
品
あ
る
い
は
基
準
作
を

軸
に
し
た
「
作
品
主
義
」
と
で
も
い
う
べ
き
傾
向
が
自
ず
と
生
じ
る
こ
と
も
関
係
す
る

で
あ
ろ
う
。

（
３
）
こ
れ
は
ま
た
、
書
道
史
に
お
け
る
石
川
九
楊
『
中
国
書
史
』（
平
成
八
年
、
京
都
大
学

学
術
出
版
会
）
、「
書
記
」
行
為
を
め
ぐ
る
小
松
英
雄
『
日
本
書
記
史
原
論
』（
平
成
十
年
、

笠
間
書
院
）
な
ど
、「
書
く
行
為
」
を
め
ぐ
っ
て
近
年
深
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
分
野
と
共
通

の
地
盤
を
つ
く
る
た
め
に
も
必
要
な
こ
と
と
な
る
。

（
４
）
こ
れ
は
、
そ
の
時
々
の
常
用
書
風
、
字
体
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
と
い

う
観
点
で
あ
る
。
写
経
の
書
風
に
つ
い
て
は
、
早
く
か
ら
そ
の
変
遷
が
指
摘
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
が
（
説
の
淵
源
に
つ
い
て
は
未
勘
）
、
正
倉
院
文
書
全
体
に
つ
い
て
、
こ

の
視
点
か
ら
取
り
上
げ
た
の
は
、
後
述
す
る
内
藤
乾
吉
氏
の
論
考
（
注
（
１０
）
後
掲
書

所
収
）
が
最
初
で
あ
ろ
う
。
近
年
で
は
、
木
簡
の
出
土
例
の
増
加
に
と
も
な
っ
て
、
古

代
の
書
風
に
つ
い
て
は
比
較
的
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。
主
な
論
著
と
し
て
は
、
東
野

治
之
Ａ
『
正
倉
院
文
書
と
木
簡
の
研
究
』（
昭
和
五
十
二
年
、
塙
書
房
）、
同
Ｂ
『
日
本

古
代
木
簡
の
研
究
』（
昭
和
五
十
八
年
、
塙
書
房
）、
同
Ｃ
『
書
の
古
代
史
』（
平
成
六
年
、

岩
波
書
店
）、
田
中
稔
「
白
鳳
・
奈
良
時
代
初
期
に
お
け
る
書
風
の
変
遷
」（『
Ｍ
Ｕ
Ｓ

Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
３３０
、
昭
和
五
十
三
年
）、
鬼
頭
清
明
『
古
代
木
簡
の
基
礎
的
研
究
』（
平
成
五

年
、
塙
書
房
）
な
ど
の
業
績
が
あ
る
。

（
５
）
拙
稿
「
奈
良
朝
の
書
」（
『
日
本
美
術
館
』
、
平
成
九
年
、
小
学
館
）
は
、
本
稿
の
結
論

部
分
の
み
を
簡
単
に
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

（
６
）
な
お
、
私
に
は
実
際
に
毛
筆
を
手
に
し
て
の
実
作
の
経
験
が
な
い
。
臨
書
な
ど
を
通

じ
て
、
知
覚
系
（
視
覚
・
触
覚
）
と
運
動
系
（
手
の
動
き
）
と
を
連
動
さ
せ
、「
実
際
に

書
い
て
み
て
初
め
て
分
か
る
」
類
の
感
覚
を
我
が
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は

残
念
な
こ
と
で
あ
る
。
全
て
、
仮
想
現
実
空
間
の
中
で
筆
を
動
か
し
な
が
ら
、
そ
の
感

（
二
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）
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覚
に
基
づ
い
て
書
を
論
じ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
、
こ
れ
が
大
き
な
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
と
な
る
こ
と
は
間
違
い
が
な
い
。
本
稿
は
、
そ
う
い
う
立
場
か
ら
「
書
を
論
じ
る
」

こ
と
自
体
の
可
能
性
も
、
問
い
か
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
７
）
宮
内
庁
蔵
版

正
倉
院
事
務
所
編
『
正
倉
院
宝
物
』
３
北
倉
�
（
平
成
七
年
七
月
、

毎
日
新
聞
社
）。
編
集
・
解
説
は
主
と
し
て
関
根
真
隆
氏
が
担
当
さ
れ
た
。
関
根
氏
に

は
、
献
物
帳
の
原
本
の
精
査
に
基
づ
き
、
各
巻
の
内
容
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
論
じ
た

論
考
と
し
て
「
献
物
帳
の
諸
問
題
」（『
正
倉
院
年
報
』
第
一
号
、
昭
和
五
十
四
年
。
の

ち
『
天
平
美
術
へ
の
招
待
』
、
平
成
元
年
、
吉
川
弘
文
館
に
再
録
）
が
あ
り
、
本
稿
も
多

く
を
負
っ
て
い
る
。

（
８
）
旧
宮
内
省
宝
器
主
管
作
成
。
明
治
四
十
一
年
に
帝
室
博
物
館
に
引
き
継
が
れ
た
正
倉

院
宝
物
の
基
本
目
録
で
、
倉
別
番
号
や
名
称
は
こ
の
目
録
に
準
拠
す
る
の
が
原
則
で
あ

る
。

（
９
）
坂
元
正
典
「
法
隆
寺
献
物
帳
」（『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
１６０
、
昭
和
三
十
九
年
）、
木
内
武

男
「
法
隆
寺
献
納
宝
物

法
隆
寺
献
物
帳
」（『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
２５７
、
昭
和
四
十
七
年
）。

（
１０
）
宮
内
庁
蔵
版

正
倉
院
事
務
所
編
集
『
正
倉
院
の
書
蹟
』（
昭
和
三
十
九
年
、
日
本
経

済
新
聞
社
）。

（
１１
）
奈
良
時
代
の
写
経
所
文
書
を
中
心
と
す
る
い
わ
ゆ
る
正
倉
院
文
書
で
、
東
南
院
文
書

は
含
ま
な
い
。「
正
倉
院
古
文
書
」
は
、『
正
倉
院
御
物
目
録
』
に
正
倉
院
宝
物
の
一
つ

と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
名
称
。

（
１２
）
飯
島
春
敬
ほ
か
『
日
本
書
道
大
系
』
１
飛
鳥
・
奈
良
（
昭
和
四
十
七
年
、
講
談
社
）。

春
名
好
重
「
書
の
古
代
史
」（
昭
和
六
十
二
年
、
新
人
物
往
来
社
）
。
魚
住
和
晃
『
�
書
�

と
漢
字
』（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
７６
、
平
成
八
年
）。

全
般
的
傾
向
と
し
て
、
注
（
２
）
で
述
べ
た
「
作
品
主
義
」
的
な
書
道
史
研
究
の
立

場
か
ら
、
正
倉
院
の
書
蹟
の
中
で
は
聖
武
天
皇
「
雑
集
」、
光
明
皇
后
「
楽
毅
論
」「
杜

家
立
成
」
や
中
倉
宝
物
「
詩
序
」
あ
た
り
が
主
た
る
議
論
の
対
象
と
な
る
こ
と
が
多
い
。

こ
れ
に
対
し
て
献
物
帳
は
、
当
時
の
書
の
様
相
を
説
明
す
る
材
料
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ

と
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
（
例
え
ば
堀
江
知
彦
「
飛
鳥
・
奈
良
時
代
の
書
風
」、『
書
の

日
本
史
』
第
一
巻

飛
鳥
／
奈
良
、
昭
和
五
十
年
、
平
凡
社
）。「
献
物
帳
の
書
」
自
身

を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
た
神
田
喜
一
郎
氏
の
論
が
画
期
的
だ
っ
た
こ
と
は
、
発
表
時
点

の
こ
う
し
た
状
況
を
考
え
る
と
い
っ
そ
う
明
確
と
な
る
。
な
お
野
津
栄
「
天
平
時
代
に

お
け
る
�
王
羲
之
�」（『
島
根
大
学
教
育
学
部
紀
要
（
人
文
・
社
会
科
学
）』
第
三
号
、

昭
和
四
十
五
年
）
は
、「
目
録
（
献
物
帳
…
引
用
者
注
）
そ
の
も
の
の
書
風
の
な
か
に
」

表
れ
る
王
羲
之
の
書
風
に
つ
い
て
ふ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
ａ
・
ｂ
・
ｃ
に
つ
い
て

「
唐
風
の
楷
書
」、
ｄ
・
ｅ
に
つ
い
て
「
行
書
」
と
一
括
し
て
述
べ
る
に
と
ど
ま
る
。

（
１３
）
例
え
ば
「
唐
の
歐
陽
詢
の
風
格
を
具
え
、
特
に
化
度
寺
僧
�
塔
銘
の
書
に
幾
い
」
と

い
わ
れ
る
と
き
、
そ
れ
に
対
し
て
、「
具
え
て
い
な
い
」「
幾
く
な
い
」
、
と
い
う
反
論
を

し
て
も
無
意
味
で
あ
る
。
氏
の
言
の
背
後
に
ど
れ
だ
け
の
書
に
相
対
し
て
き
た
経
験
が

蓄
積
さ
れ
て
い
る
か
、
想
像
を
超
え
る
も
の
が
あ
る
こ
と
は
、
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず
措

く
。

（
１４
）
思
考
過
程
を
整
理
・
記
録
す
る
た
め
、
実
際
に
「
ど
の
よ
う
に
探
し
た
か
」
を
振
り

返
っ
て
記
し
て
お
く
。

ま
ず
、
第
一
段
階
と
し
て
神
田
氏
の
所
説
を
受
け
入
れ
、
論
拠
と
し
て
提
示
さ
れ
て

い
る
作
品
を
自
分
で
も
改
め
て
見
比
べ
て
、「
こ
こ
が
な
る
ほ
ど
あ
の
献
物
帳
と
似
て

い
る
」「
こ
こ
は
そ
れ
ほ
ど
似
て
い
な
い
（
違
う
）」
と
、
自
分
な
り
に
い
ち
お
う
納
得

が
い
く
ま
で
繰
り
返
す
。
つ
ま
り
、
自
分
の
目
と
神
田
氏
の
眼
の
見
え
方
の
差
を
確
認

し
、
修
正
す
る
と
と
も
に
、「
似
て
い
る
」
と
判
断
さ
れ
る
と
き
の
「
感
じ
」
を
つ
か
む
。

つ
い
で
第
二
段
階
と
し
て
、
そ
の
暗
黙
の
「
感
じ
」
を
物
差
し
と
し
て
、「
こ
れ
く
ら
い

の
類
似
性
が
あ
れ
ば
、
同
様
に
似
て
い
る
と
い
う
判
断
が
下
せ
る
の
で
は
な
い
か
」
と

い
う
、
一
定
レ
ベ
ル
を
超
え
る
も
の
を
捜
す
、
と
い
う
過
程
を
と
っ
た
よ
う
に
思
う
。

（
１５
）
『
正
倉
院
の
書
蹟
』
お
よ
び
正
倉
院
事
務
所
編
『
正
倉
院
宝
物
』
４

中
倉
�
（
平

（
二
七
）
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成
六
年
、
毎
日
新
聞
社
）
に
図
版
が
あ
る
が
、
一
部
分
に
止
ま
る
。

（
１６
）
さ
ら
に
付
け
加
え
る
な
ら
、
正
倉
院
文
書
の
中
の
千
字
文
習
書
（『
正
倉
院
の
書

蹟
』
図
版
九
六
。
内
藤
氏
は
他
田
水
主
筆
と
鑑
定
）
な
か
に
見
え
る
「
勅
」
の
字
は
、

平
田
寺
勅
書
の
「
勅
」
の
宸
筆
と
よ
く
似
て
い
る
。

（
１７
）
小
松
茂
美
編
『
日
本
書
蹟
大
鑑
』
第
一
巻
解
説
（
昭
和
五
十
三
年
、
講
談
社
）
は
「
同

年
の
�
東
大
寺
献
物
帳
�（
国
家
珍
宝
帳
…
引
用
者
注
）
と
は
わ
ず
か
十
数
日
の
隔
た
り

が
あ
る
の
み
で
、
同
筆
で
は
な
い
が
、
相
通
ず
る
謹
厳
な
趣
を
呈
し
て
い
る
」
と
す
る
。

（
１８
）「
敦
煌
遺
書
と
日
本
の
古
写
本
」（
注
（
４
）
著
書
Ｃ
所
収
）。

（
１９
）
魚
住
和
晃
「
東
大
寺
献
物
帳
は
語
る
」（
注
（
１２
）
前
掲
書
）。

（
２０
）
京
都
国
立
博
物
館
所
蔵
（
守
屋
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
。
�
Ｂ
甲
２６２
）。
隋
仁
寿
三
年
（
六
〇

三
）
に
皇
太
子
広
（
の
ち
の
煬
帝
）
の
発
願
に
よ
っ
て
書
写
。

（
２１
）「
図
版
解
説
」
３１
（『
書
道
全
集
』
第
七
巻

中
国
７

隋
・
唐
�
、
初
版
昭
和
三
十

年
、
平
凡
社
）。

（
２２
）
古
代
に
お
け
る
歐
陽
詢
の
書
風
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
東
野
治
之
「
白
鳳
時
代
に
お

け
る
歐
陽
詢
書
風
の
受
容
」（
注
（
４
）
著
書
Ｂ
所
収
）
お
よ
び
魚
住
和
晃
「
歐
陽
詢
書

法
の
展
開
」（
注
（
１２
）
前
掲
書
）
参
照
。

（
２３
）
律
令
制
度
に
照
ら
し
て
、
こ
の
書
き
手
を
求
め
る
な
ら
、
詔
勅
の
起
草
を
職
掌
と
す

る
中
務
省
内
記
が
そ
れ
に
相
当
す
る
で
あ
ろ
う
（
職
員
令
中
務
省
条
）。
こ
の
点
に
つ

い
て
青
木
和
夫
氏
は
、「
紫
微
中
台
が
こ
の
仕
事
を
担
当
し
、
中
務
省
の
内
記
あ
た
り

に
命
じ
て
こ
の
献
物
帳
一
巻
を
書
か
せ
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
る
（『
日
本
の
歴

史
』
３
奈
良
の
都
、
昭
和
四
十
年
、
中
央
公
論
社
）。

（
２４
）
神
田
・
内
藤
両
氏
の
論
考
の
他
に
も
、『
正
倉
院
の
書
蹟
』
全
体
を
通
じ
て
繰
り
返
し

強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
こ
の
点
に
ふ
れ
た
論
考
の
一
つ
に
東
野
治
之
「
王
羲
之

の
手
本
」（
注
（
４
）
著
書
Ａ
所
収
）
が
あ
る
。
書
家
の
立
場
か
ら
の
説
と
し
て
は
、
例

え
ば
飯
島
春
敬
「
日
本
に
お
け
る
王
羲
之
の
影
響
」（『
日
本
書
道
大
系
』
１
飛
鳥
・
奈

良
、
注
（
１２
）
前
掲
）、
春
名
好
重
「
古
代
に
お
け
る
王
羲
之
の
尊
重
」（『
書
論
』
２８
、

平
成
四
年
）。

（
２５
）「
雑
物
出
入
帳
」（
北
倉
１７２
。『
大
日
本
古
文
書
』
二
十
五
附
録
６４
〜
６５
頁
）。

（
２６
）
内
藤
論
文
に
「
私
の
父
（
内
藤
湖
南
…
引
用
者
注
）
は
か
つ
て
、
今
日
京
都
の
小
川

氏
の
蔵
す
る
智
永
の
千
字
文
は
、
東
大
寺
献
物
帳
（
国
家
珍
宝
帳
）
に
記
載
さ
れ
て
い

る
搨
王
羲
之
書
の
一
つ
で
あ
ろ
う
こ
と
を
論
じ
た
が
」「
私
の
父
は
、
そ
の
行
数
に
よ
っ

て
、
現
存
の
智
永
の
千
字
文
が
献
物
帳
の
そ
れ
で
あ
る
と
考
え
た
」
と
の
指
摘
が
あ
る
。

小
川
氏
蔵
の
智
永
「
真
草
千
字
文
」
に
つ
い
て
は
、
智
永
真
蹟
説
の
拠
る
と
こ
ろ
も
考

慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
（
角
井
博
「
真
草
千
字
文
」、
中
国
法
書
ガ
イ
ド
『
真
草
千
字

文
』、
昭
和
六
十
三
年
、
二
玄
社
。
魚
住
和
晃
「
東
大
寺
献
物
帳
は
語
る
」（
注
（
１２
）

前
掲
書
）
な
ど
）、
こ
こ
で
は
、
中
田
勇
次
郎
「
日
本
に
請
来
さ
れ
た
隋
唐
の
書
蹟
」

（『
中
田
勇
次
郎
著
作
集
』
第
五
巻
、
昭
和
六
十
年
、
二
玄
社
。
初
出
は
昭
和
五
十
三

年
）
の
説
に
従
い
、
い
ち
お
う
初
唐
搨
模
本
と
考
え
て
お
く
。
結
果
と
し
て
、
国
家
珍

宝
帳
が
「
搨
王
羲
之
」
と
し
た
判
断
を
追
認
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
仮
に
智
永
の
真
蹟

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
智
永
と
い
う
比
較
的
ゆ
が
み
の
少
な
い
フ
ィ
ル
タ
ー
を
通
し
て

王
羲
之
の
楷
書
を
見
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の
部
分
の
結
論
に
は
影
響
し
な
い
。

（
２７
）
内
藤
湖
南
「
正
倉
院
の
書
道
」（
東
洋
美
術
特
輯
『
正
倉
院
の
研
究
』、
昭
和
四
年
）。

（
２８
）「
弘
福
寺
領
田
畠
流
記
」（『
大
日
本
古
文
書
』
二
十
三
６２４
頁
）
に
、「
御
帯
等
施
入
勅

書
一
巻
二
枚

踏
内
印

勝
宝
八
年
」
と
あ
る
。
こ
の
指
摘
は
柳
雄
太
郎
「
献
物
帳
に
つ
い
て
の

基
礎
的
考
察
」（『
Ｍ
Ｕ
Ｓ
Ｅ
Ｕ
Ｍ
』
３３９
、
昭
和
五
十
四
年
）
に
よ
る
。

（
２９
）
飯
島
春
敬
「
日
本
に
お
け
る
王
羲
之
の
影
響
」（『
日
本
書
道
大
系
』
１
飛
鳥
・
奈
良
、

注
（
１２
）
前
掲
）。

（
３０
）
日
本
で
は
、
千
字
文
の
よ
う
な
初
学
書
が
、
漢
文
へ
の
習
熟
や
学
書
の
面
に
お
い
て
、

母
国
た
る
中
国
と
は
別
の
、
独
自
な
意
義
を
担
っ
た
こ
と
は
、
東
野
治
之
氏
が
一
連
の

著
作
（
注
（
４
）
参
照
）
の
な
か
で
繰
り
返
し
強
調
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
（「�
論
語
�

（
二
八
）
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�
千
字
文
�
と
藤
原
宮
木
簡
」、
注
（
４
）
著
書
Ａ
所
収
、
ほ
か
）。

（
３１
）
神
田
喜
一
郎
「
中
国
書
道
史
７

隋
・
唐
�
」（『
書
道
全
集
』
第
七
巻
、
注
（
２１
）

前
掲
）。

（
３２
）
中
田
勇
次
郎
氏
は
「
大
般
涅
槃
経
」
巻
十
七
に
つ
い
て
、「
南
朝
の
秀
美
で
典
雅
な
書

風
を
な
し
、
結
体
書
法
も
と
く
に
優
秀
な
も
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
（
注
（
２６
）
前
掲

論
文
）。

（
３３
）
関
根
真
隆
「
献
物
帳
の
諸
問
題
」（
注
（
７
）
前
掲
）。
関
根
氏
の
い
わ
れ
る
「
皇
太

后
に
よ
る
御
画
日
�
廿
一
�
日
」
の
指
摘
は
従
う
べ
き
見
解
と
思
う
。
当
然
、
位
署
書

以
降
の
工
程
（
通
常
の
巻
子
の
仕
立
て
で
は
、
連
署
・
表
紙
と
軸
の
取
り
付
け
・
押
印

の
順
で
あ
っ
た
は
ず
）
は
、
同
じ
製
作
ラ
イ
ン
上
に
ま
と
ま
っ
た
で
あ
ろ
う
。

（
３４
）
『
唐
大
和
上
東
征
伝
』
に
、
鑑
真
に
随
行
し
た
弟
子
の
名
が
見
え
る
。
こ
の
う
ち
住

し
た
寺
名
が
判
明
す
る
の
は
「
楊
州
白
塔
寺
僧
法
進
、
泉
州
超
功
寺
僧
曇
静
、
台
州
開

元
寺
僧
思
託
、
楊
州
興
雲
寺
僧
義
静
、
衢
州
霊
耀
寺
法
載
、
竇
州
開
元
寺
僧
法
成
等
一

十
四
人
、
藤
州
通
善
寺
尼
智
首
等
三
人
（
下
略
）
」
ら
で
あ
る
。
青
山
定
雄
編
『
中
国
歴

代
地
名
要
覧
』
に
よ
っ
て
近
代
の
地
名
を
記
す
と
、
楊
州
…
浙
江
省
紹
興
県
、
泉
州
…

福
建
省
晋
江
県
、
台
州
…
浙
江
省
臨
海
県
、
衢
州
…
浙
江
省
衢
県
、
竇
州
…
広
東
省
信

宜
県
、
藤
州
…
広
西
省
藤
県
東
北
と
な
る
（
譚
其
驤
主
編
「
中
国
歴
史
地
図
集
」
五

隋
・
唐
・
五
代
十
国
時
期
、
一
九
八
二
年
、
地
図
出
版
社
、
も
併
看
し
た
）。

（
３５
）
内
藤
乾
吉
氏
は
、
前
掲
論
文
の
最
後
に
「
唐
人
の
筆
で
あ
る
鑑
真
状
や
恵
雲
状
を
、

日
本
人
の
書
い
た
正
倉
院
文
書
の
書
と
比
べ
て
み
る
と
、
そ
こ
に
何
か
異
質
的
な
差
異

が
感
ぜ
ら
れ
る
」
と
述
べ
る
。
こ
の
点
、
私
も
全
く
同
感
な
の
で
あ
る
が
、
そ
の
「
差

異
」
を
客
観
的
な
表
現
に
移
し
て
説
明
す
る
の
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
３６
）
注
（
７
）
前
掲
論
文
。

（
３７
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
関
根
真
隆
氏
を
始
め
、
献
物
帳
の
意
義
に
言
及
し
た
諸
論
考

が
何
ら
か
の
形
で
言
及
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
３８
）
検
討
の
際
に
は
、
平
城
宮
内
に
あ
っ
た
「
西
宮
」「
東
院
」
と
の
関
連
を
あ
わ
せ
て
考

慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
『
平
城
宮
発

掘
調
査
報
告
』

（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
学
報
第
５０
冊
、
平
成
三
年
）
参
照
。

（
３９
）
関
根
真
隆
「
献
物
帳
の
諸
問
題
」（
注
（
７
）
前
掲
）。

（
４０
）
書
道
の
分
野
で
、
筆
を
下
ろ
す
ま
で
に
、
あ
ら
か
じ
め
十
分
想
を
練
り
、
し
か
る
後

に
書
く
「
用
意
の
書
」
に
対
し
て
い
う
。
古
代
の
書
に
即
し
て
述
べ
た
も
の
と
し
て
は
、

今
井
凌
雪
「
率
意
の
書
」（『
日
本
の
美
と
文
化
』
６

真
行
草
の
す
が
た
、
昭
和
五
十

八
年
、
講
談
社
）。

挿
図
目
録

１

歐
陽
詢
「
化
度
寺
僧
�
塔
銘
」（
王
孟
揚
旧
蔵
本
。
二
玄
社
刊
『
中
国
法
書
選
』
３０
よ

り
転
載
）

２

聖
語
蔵
経
巻

隋
経
第
１
号
「
賢
劫
経
」
巻
一

巻
末

３

王
羲
之
「
集
王
聖
教
序
」（
北
宋
拓
。
二
玄
社
刊
『
中
国
法
書
選
』
１６
よ
り
転
載
）

４

�
遂
良
「
枯
樹
賦
」（
二
玄
社
刊
『
中
国
法
書
選
』
３５
よ
り
転
載
）

５

北
倉
１５８
「
国
家
珍
宝
帳
」
と
「
真
草
千
字
文
」
の
比
較

「
真
草
千
字
文
」
は
小
川

雅
人
氏
所
蔵
。

６

高
屋
赤
麻
呂
筆
「
写
経
目
録
」（
天
平
五
年
ヵ
）、
続
々
修
第
十
二
帙
第
三
巻
（
中
倉

２０
）

７

中
倉
３４
「
梵
網
経
」
巻
首

８

「
聖
武
天
皇
勅
書
」（
天
平
感
宝
元
年
閏
五
月
廿
日
）

平
田
寺
所
蔵

９

敦
煌
本
「
摩
訶
摩
耶
経
」
巻
上
（

二
一
六
〇
。
陳
至
徳
四
年
（
五
八
六
）
書
写
。

二
玄
社
刊
『
敦
煌
書
法
叢
刊
』
２２
よ
り
転
載
）

１０

鐘
�
「
宣
示
表
」（
淳
化
閣
帖
。
三
井
文
庫
蔵
。
二
玄
社
刊
『
中
国
法
書
選
』
１１
よ
り

��
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転
載
）

１１

「
大
般
涅
槃
経
」
巻
十
七
（
隋
仁
寿
三
年
（
六
〇
三
）
書
写
。
京
都
国
立
博
物
館
所

蔵
）

１２

北
倉
１５８
「
種
々
薬
帳
」
と
「
大
般
涅
槃
経
」
巻
十
七
の
比
較

１３

爪
工
家
麻
呂
筆
「
写
後
経
所
解
案
」（
天
平
十
九
年
十
月
一
日
）
、
正
集
第
十
七
巻
第

８
〜
７
紙
裏
（
中
倉
１５
）

１４

北
倉
１５９
「
屏
風
花
氈
等
帳
」
と
歐
陽
詢
「
九
成
宮
醴
泉
銘
」「
温
彦
博
碑
」
の
比
較

「
九
成
宮
醴
泉
銘
」（
献
・
東
・
歐
・
陽
・
詢
・
紫
・
盛
・
青
・
奉
・
勅
・
天
）
は
端
方
旧
蔵
南
宋

拓
、「
温
彦
博
碑
」（
風
・
義
・
之
・
銀
・
平
・
右
・
大
）
は
上
海
博
物
館
所
蔵
北
宋
拓
に
よ

る
（
二
玄
社
刊
『
中
国
法
書
選
』
３０
・
３１
よ
り
転
載
）。

１５

王
羲
之
「
喪
乱
帖
」（
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
館
所
蔵
）

１６

王
羲
之
「
孔
侍
中
帖
」（
前
田
育
徳
会
所
蔵
「
搨
王
羲
之
書
」）

１７

国
家
珍
宝
帳
の
「
書
法
廿
巻
」

１８

藤
原
仲
麻
呂
筆
「
東
大
寺
封
戸
処
分
勅
書
」（
天
平
宝
字
四
年
七
月
二
十
三
日
、
中
倉

１４
）

１９

道
鏡
筆
「
道
鏡
状
」（
天
平
宝
字
七
年
三
月
十
日
、
正
集
第
七
巻
第
８
紙
、
中
倉
１５
）

＊
法
隆
寺
献
物
帳
（
図
版
５
）
は
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
（
奈
良
国
立
博
物
館
写
真
提
供
）、

図
版
１
〜
４
、
６
〜
８
は
正
倉
院
宝
物
。

（
三
〇
）

（１０９）


